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マニュアルについて

このマニュアルでは、 SunTM ONE Portal Server 6.0  ソフ ト ウェアと付属ソフ ト

ウェアコンポーネン トのインス トール方法について説明します。 Sun ONE Portal 
Server には、 組織の統合データ、 知識管理、 およびアプリ ケーシ ョ ンのポータル

を作成するプラ ッ ト フォームが用意されています。 Sun ONE Portal Server プラ ッ

ト フォームは、 企業間、 企業対社員、 および企業対顧客などの、 あらゆる種類の
ポータルを構築および導入するための優れたインフラス ト ラ クチャソ リ ューシ ョ
ンを提供します。

この章には、 次の節があ り ます。

• 対象読者

• お読みになる前に

• マニュアルの構成

• 表記上の規則

• 関連マニュアル

• オンラインマニュアル

対象読者
このマニュアルは、 Sun ONE Portal Server をサイ トにインス トールする担当者を

対象にしています。 
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お読みになる前に
Sun ONE Portal Server をインス トールする前に、 次の製品について理解しておく

必要があ り ます。

• SunTM ONE Directory Server

• iPlanetTM Directory Server Access Management Edition

• SunTM ONE Web Server

このマニュアルでは、 読者が次の製品の知識を持っているこ とを想定しています。

• Solaris オペレーティング環境

• UNIX コマンド行ユーティ リ ティおよび管理タスク

マニュ アルの構成
このマニュアルは、 次の章で構成されています。

• マニュアルについて ( この章 )

• 第 1 章 「インス トールの計画」

iPlanet Portal Server 6.0 ソフ ト ウェアのインス トールの推奨事項およびシステ
ム要件について説明します。

• 第 2 章 「Sun ONE Portal Server の インス トール」

Sun ONE Portal Server ソフ ト ウェアの内部および外部コンポーネン ト をイン
ス トールする方法について説明します。

• 第 3 章 「インス トール後の設定」

nobody ユーザおよび root 以外のユーザと して実行するポータルサーバを再
設定するためのインス トール後の作業について説明します。

• 第 4 章 「Sun ONE Portal Server の アンインス トール」

Sun ONE Portal Server ソフ ト ウェアの内部および外部コンポーネン ト を削除
する方法について説明します。

• 第 5 章 「Sun ONE Portal Server の チューニング」

Sun ONE Portal Server を最適化するためのチューニングの推奨事項について
説明します。
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表記上の規則

モ ノ スペースフ ォ ン ト
モノスペースフォン トはコンピュータ画面に表示されるテキス ト 、 またはユーザが
入力するテキス ト を表します。 また、 ファ イル名、 識別名、 関数、 コーディング

例にも使用します。

太字のモ ノ スペースフ ォ ン ト
太字のモノスペースフォン トはコーディング例でユーザが入力するテキス ト を表し
ます。 たとえば、 次のよ うなものがあ り ます。

./pssetup
*******************************************************************

Portal Server (6.0)

*******************************************************************

Installation log at /var/sadm/install/logs/pssetup.13343/setup.log

This product will run without a license. However, you must either 
purchase a Binary Code License from, or accept the terms of a Binary 
Software Evaluation license with, Sun Microsystems, to legally use 
this product.

Do you accept? yes/[no] Starting install wizard in graphical mode

この例では、 ./pssetup は、 コマンド行から入力するテキス トであ り、 残りは結

果と して表示されるテキス トです。

イ タ リ ッ ク フ ォ ン ト
イタ リ ッ クフォン トはインス トール状況に応じた固有の情報 ( 変数など ) を使用

して入力するテキス トに使用されます。 サーバのパス、 名前、 アカウン ト  ID など

に使用されます。
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コマン ド行プロンプ ト
このマニュアルの各例では、 コマンド行プロンプ ト  ( たとえば、 C シェルの %、
Korn シェルや Bourne シェルの $ など ) が表示されていません。 表示されるコマ

ンド行プロンプ トは、 ご使用のオペレーティングシステムによって異なり ます。 
ただし、 コマンドは原則と して本書で示されている とおりに入力して ください。

関連マニュ アル
このマニュアル以外にも、 Sun ONE Portal Server には、 管理者のための補足情報

および開発者のためのマニュアルが付属されています。 Sun ONE Portal Server の
マニュアルはすべて、 次の URL の Web サイ トにあ り ます。 

http://docs.sun.com/

次のマニュアルを入手できます。

• 『Sun ONE Portal Server 6.0 管理者ガイ ド』

• 『Sun ONE Portal Server 6.0 デスク ト ップカスタマイズガイ ド』

• 『Sun ONE Portal Server 6.0 開発者ガイ ド』

• 『Sun ONE Portal Server 6.0 移行ガイ ド』

オンラ イ ンマニュ アル
『Sun ONE Portal Server 6.0 インス トールガイ ド』 は、 オンラインで PDF 形式と  
HTML 形式を参照できます。 次の URL をご利用ください。

http://docs.sun.com/
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第 1 章

イ ンス ト ールの計画

SunTM ONE Portal Server ソフ ト ウェアのインス トールを始める前に、 慎重にイン

ス トール計画を立てる必要があ り ます。 インス トールを正常に完了するには、 イ

ンス トールソフ ト ウェアの構成、 システム要件、 および必要な情報をあらかじめ
よ く理解しておいて ください。 

この章には、 次の節があ り ます。 

• インス トールの概要

• システム要件 

• 設定情報

• ディ レク ト リのレイアウ ト

イ ンスト ールの概要
Sun ONE Portal Server のインス トールプログラムは、 コンポーネン ト をインス

トールし、 システムの初期設定を行います。 Sun ONE Portal Server および SunTM 
ONE Directory Server は、 同時にインス トールするこ と も、 別々にインス トール

するこ と も可能です。 パフォーマンスを向上させるため、 Sun ONE Portal Server 
および Sun ONE Directory Server を異なるマシンにインス トールする場合もあ り

ます。 アップグレード版のインス トールの場合は、 インス トールプログラムの移

行ツールを使用できます。 

インス トールに際しては、 次のこ とを考慮して ください。 

• Sun ONE Portal Server は Sun ONE Directory Server と同じマシン、 または別
のマシンにインス トールするこ とができる。 Sun ONE Directory Server は、 既
存のインス トールを使用するこ と もできる  
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❍ Sun ONE Portal Server と  Sun ONE Directory Server を別々にインス トー
ルする場合は、Sun ONE Directory Server を最初にインス トールするこ と  

❍ Sun ONE Portal Server を稼動するマシンが、 Sun ONE Directory Server 
を稼動するマシンへのアクセス権を持っているこ と。 システム間のファイ
アウォールが Sun ONE Directory Server ポートへの接続をブロ ッ ク して
いないこ と

• Sun ONE Portal Server は iPlanetTM Directory Server Access Management 
Edition と同じマシンにインス トールするこ と。 また、iPlanet Directory Server 
Access Management Edition がすでにインス トールされているマシンにもイン
ス トールできる

• Sun ONE Portal Server は、 SunTM ONE Web Server がすでにインス トールさ
れているマシンにはインス トールできない。 インス トールプログラムによっ
て、 Sun ONE Portal Server に必要な Sun ONE Web Server がインス トールさ
れる。 Web サーバがすでにインス トールされている場合は、 Sun ONE Portal 
Server に含まれる  Sun ONE Web Server は別のポートにインス トールされる

図 1-1 は、 Sun ONE Portal Server、 iPlanet Directory Server Access Management 
Edition、 Sun ONE Web Server、 および Sun ONE Directory Server の単一マシン

へのインス トール例を示しています。

図 1-1 単一マシンへのインス トール

図 1-2 は、 他のマシンで Sun ONE Directory Server を使用していて、 Sun ONE 
Portal Server、 iPlanet Directory Server Access Management Edition、 および Sun 
ONE Web Server の複数のマシンへのインス トール例を示しています。 

Sun ONE Portal Server

iPlanet Directory Server Access Management Edition

Sun ONE Web Server Sun ONE Directory Server
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図 1-2 複数のマシンへのインス トール

Sun ONE Portal Server ソフ ト ウェアには、 Sun ONE Portal Server の以前のバー

ジ ョ ンからアップグレードするサイ ト用のデータ移行ツールも含まれています。 

iPlanetTM Portal Server 3.0 Service Pack 3a または Service Pack 4 から このバー

ジ ョ ンのソフ ト ウェアにアップグレードする場合は、 次のガイ ド ラ インに従いま
す。

Sun ONE Portal Server Data Migration Tool Suite をシステムにインス トールしま

す。 

• iPlanetTM Portal Server 3.0 (Service Pack 3a または 4) システムから別の Sun 
ONE Portal Server 6.0 システムに移行する場合は、 2 つの Sun ONE Portal 
Server 6.0 Data Migration Tool Suite が必要であ り、 システムごとにインス
トールする必要がある

• 単一システムの移行については、 iPlanet Portal Server 3.0 (Service Pack 3a ま
たは 4) システムに Sun ONE Portal Server 6.0 をインス トールできる

システム要件
Sun ONE Portal Server ソフ ト ウェアをインス トールする前に、 システムが次の要

件を満たしているこ とを確認して ください。

Sun ONE Portal Server

iPlanet Directory Server
Access Management

Edition

Sun ONE Web Server

Sun ONE Portal Server

iPlanet Directory Server
Access Management

Edition

Sun ONE Web Server

Sun ONE
Directory Server
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• ハードウェア要件 

• ソフ ト ウェア要件 

• オペレーティングシステム要件 ( パッチを含む )

• 推奨ブラウザ 

ハー ド ウ ェ ア要件
新しいソフ ト ウェアをインス トールする場合は、 システムは少なく と も次のハー
ド ウェア要件を満たしている必要があ り ます。

• 1 450 MHz UltraSPARC II CPU 以上

• 512 M バイ トの RAM

• 1 G バイ トのハード ウェアド ラ イブのスワップ空間

• 1 G バイ トのディ スク容量

ソ フ ト ウ ェ ア要件
こ こで説明するソフ ト ウェアは、 Sun ONE Portal Server ソフ ト ウェアを正常にイ

ンス トールするのに必要です。 これらのソフ ト ウェア製品の以前のバージ ョ ンに

ついてはサポート していません。

• Sun ONE Directory Server 5.1

• iPlanet Directory Server Access Management Edition 5.1

• JavaTM Development Kit (JDK) 1.3.1_04

オペレーテ ィ ングシステム要件
Sun ONE Portal Server ソフ ト ウェアには、 オペレーティングシステムと して少な

く と もユーザ版の Solaris 8 または Solaris 9 ソフ ト ウェアが必要です。 Solaris 8 の
場合には、 製品を正常にインス トールするために、 次のオペレーティングシステ
ムのパッチも必要です。

• 109326-03 

• 108434-03 
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• 108827-15

これらは必要最小限のパッチです。 パッチ番号の最後の 2 桁は、 マイナー改訂番

号です。 パッチの改訂がリ リースされている場合は、 パッチの最新改訂版 ( 改訂番

号が最も大きい版 ) をインス トールします。 通常、 これらのパッチは、 新しいパッ

チがリ リースされる と旧版になり、 SunSolve サイ トからは最新パッチしか入手で

きな くな り ます。 各パッチの readme を参照して、 必要な付属製品およびパッチを

確認して ください。 

最新のパッチがインス トールされている場合は、 インス トーラを使用してインス
トールを続行できます。

推奨ブ ラウザ
次のブラウザは Sun ONE Portal Server  Desktop の管理およびアクセスに使用で

きます。

• Internet Explorer 5.5 および 6.0

• NetscapeTM 4.7x 以上、 および 6.2.1 

設定情報
Sun ONE Portal Server ソフ ト ウェアのインス トール中に、 いくつかの設定情報を

指定する必要があ り ます。 この節のチェッ ク リ ス ト を完成してから、 ソフ ト ウェ

アをインス トールして ください。 

Java Development Kit のチ ェ ッ ク リ ス ト
Java Development Kit (JDK ソフ ト ウェア ) がシステム上にすでにインス トールさ

れている場合は、 Sun ONE Portal Server はそれを使用します。

次の項目を確認してから、 Sun ONE Portal Server をインス トールします。 

• サポート されているバージ ョ ンの JDK ソフ ト ウェアが、 システムにインス
トールされているか。 インス トール済みであれば、 インス トールされている
ディ レク ト リ を指定する

インス トール済みの JDK のバージ ョ ンは、 1.3.1_04 でなければなり ません。 こ
れ以外のバージ ョ ンは、 このソフ ト ウェアではサポート されません。
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• JDK ソフ ト ウェアをインス トールするか

デフォルトでは、 JDK は /usr/java_1.3.1_04 にインス トールされます。

Sun ONE Directory Server のチェ ッ ク リ スト  
インス トール中に、 ディ レク ト リにアクセスする  URL が設定されるよ うに、 Sun 
ONE Directory Server のインス トール先のサーバに関する情報を入力する必要が

あ り ます。 

既存のディ レク ト リサーバを使用するか、 新しいディ レク ト リサーバをインス
トールするかに関わらず、 次の情報を指定する必要があ り ます。 

• Sun ONE Directory Server がシステムにすでにインス トールされているか。 ま
たは、 別のシステムで稼動中の Sun ONE Directory Server を使用するか

Sun ONE Directory Server は、 Sun ONE Portal Server よ り先にインス トール
する必要があ り ます。 Sun ONE Directory Server が pssetup を使用してイン
ス トールされていない場合は、 Sun ONE Directory Server が稼動中のシステ
ムにパッチ 113177-01 をインス トールして ください。 既存の Sun ONE 
Directory Server がインス トールされているマシンに Sun ONE Portal Server 
をインス トールする場合は、 pssetup はディ レク ト リサーバのパッチ 
113177-01 をインス トールします。 pssetup は、 リモート ホス トの既存の Sun 
ONE Directory Server には、 ディ レク ト リサーバのパッチをインス トールし
ません。 既存の Sun ONE Directory Server がリモート ホス トにある場合は、
マニュアルの説明に従って Sun ONE Directory Server パッチを追加します。 

• このシステムに Sun ONE Directory Server をインス トールするか。 または、
別のシステムに Sun ONE Directory Server をインス トールするか 

Sun ONE Directory Server は、 Sun ONE Portal Server よ り先にインス トール
する必要があ り ます。 pssetup を使用して Sun ONE Directory Server をイン
ス トールする場合は、 インス トールプログラムが必要な Sun ONE Directory 
Server パッチをインス トールします。

• ディ レク ト リサーバが稼動中のシステムのホス ト名

• ディ レク ト リサーバが稼動中のシステムのサブド メ イン名

サーバがメ インド メ インの下のド メ インにある場合は、 この名前を使用しま
す。 または、 ド ッ ト  (.) を入力して、 サーバがサブド メ インにないこ とを示し
ます。

• ディ レク ト リサーバが稼動中のシステムのド メ イン名

/etc/hosts ファ イルをチェッ ク して、 システムの完全指定のド メ イン名を指
定します。 
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• Sun ONE Directory Server のベースディ レク ト リ

新しい Sun ONE Directory Server のデフォルトのベースディ レク ト リは、
/usr/ldap です。 ベースディ レク ト リは、 ローカルディ スク ド ライブのディ
レク ト リにする必要があ り ます。 つま り、 ネッ ト ワーク ド ラ イブをインス
トールのために使用するこ とはできません。 AFS、 NFS、 および SMB などの
ファ イル共有プロ ト コルは、 Sun ONE Directory Server による使用に適した
ファ イルロ ッ クおよびパフォーマンスを提供しません。 これらのプロ ト コルが
ローカルファ イルシステムで保持されないと、 サーバデータベースのイン
デッ クスファ イルが損傷を受ける場合があ り ます。

• Sun ONE Directory Server へのアクセスにはどのポート を使用するか 

ポート番号は、 1 から  65535 までの任意の番号です。

デフォルトの LDAP ポート番号は、 389 です。 LDAP over SSL のデフォルト
のポート番号は 636 です。 このため、 ポート番号 636 が未使用の場合でも、
これを標準の LDAP インス トールに使用しないでください。 標準の LDAP 
ポートでは LDAP over TLS を使用するこ と もできます。

UNIX プラ ッ ト フォームで、 ポート  389 またはポート  636 のいずれかで待機す
る場合は、 Sun ONE Directory Server を root または nobody ユーザと して稼
動する必要があ り ます。

選択するポートが未使用であるこ とを確認して ください。 ポートが未使用であ
るかを確認するには、 次のよ うに入力します。

netstat -an | grep port-number

また、 LDAP および LDAPS 通信の両方を使用している場合は、 これらの 2 種
類のアクセス用に選択したポート番号が同一でないこ とを確認します。 

• Sun ONE Directory Server の管理ポート番号 

デフォルトのポート番号は 8900 です。 ポート  8900 をすでに他のアプリ ケー
シ ョ ンで使用している場合、 Sun ONE Directory Server 管理には別のポート
を選択します。 選択するポート を他のプロセスで使用していないこ とを確認し
ます。

注 Sun ONE Portal Server をインス トールする際に、 既存の Sun ONE 
Directory Server を使用しないよ うに選択している場合は、 システ

ムのホス ト名、 サブド メ イン名、 およびド メ イン名を指定する必要
はあ り ません。 インス トーラは、 これらの値が iPlanet Directory 
Server Access Management Edition 用に入力されたものと同じであ

る と想定します。
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• 組織名 

ソフ ト ウェアデータは、 組織名の下の Sun ONE Directory Server に格納され
ます。

• ディ レク ト リ ツ リーのルートサフ ィ ッ クス

これは、 ディ レク ト リ ツ リーの最初のエン ト リ を表すディ レク ト リエン ト リ
です。 企業のデータを含むツ リーには、 少なく と も  1 つのディ レク ト リサ
フ ィ ッ クスが必要です。 

ルートサフ ィ ッ クスが 1 つの組織の場合は、 ルートサフ ィ ッ クス とデフォル
トの組織が同じになるよ うに選択できます。

デフォルトのディ レク ト リルートサフ ィ ッ クスは、 o=isp です。

• ディ レク ト リマネージャ識別名 (DN)  

アクセス制御は、 このディ レク ト リエン ト リには適用されません。 デフォルト
の DN は、 cn=Directory Manager です。 

この DN は、 Sun ONE Directory Server に設定された任意のサフ ィ ッ クスに
一致する必要はあ り ません。 ディ レク ト リマネージャ  DN と同じ  DN を持つ
実際のディ レク ト リサーバのエン ト リは、 手動で作成しないでください。 

• ディ レク ト リマネージャのパスワード

パスワードは、 8 文字以上にする必要があ り ます。 これは、 ASCII 文字、 数
字、 および記号に限定されます。

Sun ONE Web Server のチ ェ ッ ク リ ス ト  
Sun ONE Web Server をインス トールする際には、 次の基本設定情報を指定しま

す。

• システムに Sun ONE Web Server がインス トールされているか

注 pssetup で同じマシンに Sun ONE Directory Server および iPlanet 
Directory Server Access Management Edition をインス トールする

場合は、 Sun ONE Web Server 管理者のパスワード、 iPlanet 
Directory Server Access Management Edition 管理者のパスワード、

およびディ レク ト リマネージャのパスワードはすべて同じにな り ま
す。 パスワードを要求された際に入力するものが、 3 つのコンポー

ネン トの管理コンソールすべてにアクセスするためのパスワードに
な り ます。 
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Sun ONE Portal Server ソフ ト ウェアは、 すでにインス トールされている  Sun 
ONE Web Server を使用しないで、 独自の Web サーバをインス トールします。

• Sun ONE Web Server 管理ポート番号 

管理インスタンスで、 Sun ONE Web Server を管理できます。 管理インスタン
スに無作為の番号を選択して、 他者によるサーバの侵害を困難にします。 サー
バを設定する際は、管理サーバのポート番号を使用します。 たとえば、 サーバ 
siroe.com の場合、 サーバの URL は http://www.siroe.com:2634/ にな り
ます。

選択するポートが未使用であるこ とを確認します。 UNIX システムでは、 サー
バマシンでファイル /etc/services をチェッ ク して、 別のサービス用に確保
されているポート番号を割り当てていないこ とを確認するこ とができます。
別のサービスで使用されているポート を選択した場合は、 インス トールプロ
グラムが別のポートの指定を求めるプロンプ ト を表示します。 

UNIX を使用していて 1024 よ り小さいポート番号を選択する場合は、 root で
ログインしてサーバを開始する必要があ り ます。 サーバがポートにバインドす
る と、 サーバは root ユーザアカウン トから指定のユーザアカウン トに変わり
ます。 1024 よ り小さいポート番号のサービスは、 ユーザ nobody と して実行す
る場合に使用できます。 root 以外のその他すべてのユーザは、 1024 よ り大き
いポート番号を使用する必要があ り ます。 ユーザ nobody は、 解決可能なパ
スワードを持たないため、 root とな り実行するプロセスを  nobody と して開
始する必要があ り ます。 1024 よ り大きいポート番号を選択する場合は、 root 
ユーザと してサーバを開始する必要はあ り ません。

デフォルトでは、 ソフ ト ウェアは Sun ONE Web Server 管理ポート と して
ポート  8088 を割り当てます。

• Sun ONE Web Server 管理者名 

デフォルトでは、 Web サーバの管理に使用するユーザ名は admin です。 ただ
し、 管理者には別の名前を指定するこ とができます。

• このサーバの管理者のパスワード

パスワードは 8 文字以上にする必要があ り ます。
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iPlanet Directory Server Access Management 
Edition のチ ェ ッ ク リ ス ト
iPlanet Directory Server Access Management Edition をインス トールする際に、 次

の基本設定情報を指定して Sun ONE Portal Server に iPlanet Directory Server 
Access Management Edition をインス トールおよび設定します。

• システムに iPlanet Directory Server Access Management Edition をインス トー
ルするか。 または、 このシステムにすでに iPlanet Directory Server Access 
Management Edition がインス トールされているか 

Sun ONE Portal Server は、 iPlanet Directory Server Access Management 
Edition が稼動中のシステムにインス トールする必要があ り ます。 また、
iPlanet Directory Server Access Management Edition は Sun ONE Portal 
Server よ り先にインス トールする必要があ り ます。 バージ ョ ンに互換性がある
場合は、 すでにインス トール済みの iPlanet Directory Server Access 
Management Edition を使用できます。 詳細は 「ソフ ト ウェア要件」 を参照し
て ください。 ただし、 ユーザ nobody と して実行する既存の iPlanet Directory 
Server Access Management Edition への Sun ONE Portal Server のインス トー
ルはサポート されていません。 root と して実行するよ うに iPlanet Directory 
Server Access Management Edition を変更してから  Sun ONE Portal Server を
インス トールして ください。 root と して実行するよ うに iPlanet Directory 
Server Access Management Edition を変更する方法については、 第 2 章、
「Sun ONE Portal Server の インス トール」 を参照して ください。

• iPlanet Directory Server Access Management Edition ソフ ト ウェアのベース
ディ レク ト リ

ベースディ レク ト リは、 ローカルディ スク ド ラ イブのディ レク ト リにする必
要があ り ます。 つま り、 ネッ ト ワークのド ラ イブをインス トールのために使
用するこ とはできません。 ベースディ レク ト リは、 新規に作成するか、 空に
なっている必要があ り ます。

注 pssetup で同じマシンに Sun ONE Directory Server および iPlanet 
Directory Server Access Management Edition をインス トールする

場合、 Sun ONE Web Server 管理者のパスワード、 iPlanet 
Directory Server Access Management Edition 管理者のパスワード、

およびディ レク ト リマネージャのパスワードはすべて同じにな り ま
す。 パスワードを要求されたと きに入力するものが、 3 つのコン

ポーネン トの管理コンソールすべてにアクセスするためのパスワー
ドにな り ます。 
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iPlanet Directory Server Access Management Edition のデフォルトのベース
ディ レク ト リは、 /opt です。

• システムのホス ト名 

• システムのサブド メ イン名

サーバがメ インド メ インの下のド メ インにある場合は、 この名前を使用しま
す。 ド ッ ト  (.) を入力して、 サーバがサブド メ インにないこ とを示します。

• システムのド メ イン名 

/etc/hosts ファ イルをチェッ ク して、 システムの完全指定のド メ イン名を指
定します。 

• このシステムの IP アドレス  

複数のネッ ト ワーク インタフェースカード  ( すなわち NIC) がある場合、 複数
の IP アドレスは複数の NIC に対応するため、 正しい IP アドレスを指定して
いるこ とを確認します。 

インス トールプログラムでシステムの IP アドレスを検出できないこ とが通知
される場合は、 システムの完全指定のド メ イン名を正し く指定しているか確
認して ください。 

• このサーバで SSL を実行するか 

SSL は、 ク ラ イアン トブラウザとサーバ間で通信を暗号化するのに使用され
ます。 デフォルトでは、 ソフ ト ウェアがシステムで SSL を実行しないこ とを
前提にしています。

• Sun ONE Portal Server へのアクセスにどのポート を使用するか

ブラウザがサーバとの通信に使用するポート を指定します。 Sun ONE Portal 
Server ソフ ト ウェアのサーバコンポーネン トに提供されるデフォルトのポー
ト番号は、 SSL 通信以外の場合は 80、 SSL 通信の場合は 443 です。 

ユーザ nobody と して Sun ONE Portal Server を稼動する場合は、 1024 までの
予約済みのポート を含めて、 利用可能なすべてのポート を使用できます。 正
規 ( または root 以外 ) のユーザと して稼動する場合は、 Sun ONE Portal 
Server のインス トールの際に 1024 よ り大きいポート を使用して ください。

選択するポートが未使用であるこ とを確認して ください。 ポートが未使用かど
うかを確認するには、 次のよ うに入力します。

netstat -an | grep port-number
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Sun ONE Portal Server のチ ェ ッ ク リ ス ト
Sun ONE Portal Server のデフォルトのベースディ レク ト リは、 /opt です。 また

は、 iPlanet Directory Server Access Management Edition ソフ ト ウェアのベース

ディ レク ト リ と同じベースディ レク ト リに配備されています。 詳細は 「iPlanet 
Directory Server Access Management Edition のチェッ ク リ ス ト 」 を参照して くだ

さい。

• Sun ONE Portal Server 3.0 Service Pack 3a または 4 がすでにシステムにインス
トールされているか

インス トールされている場合は、 ソフ ト ウェアまたは移行ユーティ リ ティ、
あるいはその両方をインス トールする前に、 「インス トールの概要」 で説明し
たこのソフ ト ウェアのバージ ョ ンのアップグレードに関する情報を参照して
ください。

• 配備の URI  

デフォルトでは、 コンテンツは 
BaseDir/SUNWps/web-apps/ServerInstance/URI に配備され、 URI はデフォル
トでは /portal です。 配備の URI の値の前にはスラ ッシュが 1 つだけ必要で
す。 コンテンツは、 Sun ONE Web Server でインス トールされます。 

• このシステムにサンプルポータルをインス トールするか 

Sun ONE Portal Server ソフ ト ウェアには、 サンプルポータルが付属されてい
ます。 サンプルポータルをインス トールする場合は、 ポータル設定の例を参照
できます。 サンプルポータルは開始点と して機能し、 各種 Desktop コンポー
ネン トの使用法の例を提供します。

サンプルポータルは配備を目的とするものではあ り ません。 その性質から、 必
然的に汎用の ( サンプル同様の ) ものにな り ます。 特定の配備ニーズに応じ
て、 ポータルを設定するこ とができます。

ディ レク ト リ のレイ アウト
この節では、 Sun ONE Portal Server ソフ ト ウェアのデフォルトのディ レク ト リの

レイアウ トおよび対応するコンポーネン トについて簡単に説明します。 

表 1 ディ レク ト リの配置

/opt/SUNWps 実行可能な Sun ONE Portal Server ソフ ト ウェアおよ

び配備されたアプリ ケーシ ョ ンを格納
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/opt/SUNWam 実行可能な iPlanet Directory Server Access 
Management Edition、 Sun ONE Web Server、 および

配備されたアプリ ケーシ ョ ンを格納

/etc/opt/SUNWps Java Server Pages、 テンプレートおよびプロパティ

ファ イル、 タグライブラ リ、 および検索エンジンの
データベースディ レク ト リ を格納

/var/opt/SUNWps 検索エンジンのデータベースディ レク ト リ を格納

/var/opt/SUNWam デバッグのログファ イルを格納

/usr/ldap Sun ONE Directory Server を格納

/usr/java_1.3.1_04 JDK を格納

/etc/opt/SUNWam iPlanet Directory Server Access Management Edition 
DTD を格納

表 1 ディ レク ト リの配置 ( 続き )
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第 2 章

Sun ONE Portal Server の
イ ンス ト ール

この章では、 SunTM ONE Portal Server ソフ ト ウェアのインス トールの手順および

サポート しているコンポーネン トについて説明します。 

iPlanetTM Portal Server 3.0 (Service Pack 3a または 4) から  Sun ONE Portal Server 
6.0 へ移行する場合は、 システムのバッ クアップを行ってから  Sun ONE Portal 
Server 6.0 ソフ ト ウェアをインス トールして ください。 この安全策によ り、 カスタ

マイズした設定内容が上書きされるのを防ぎます。 

この章には、 次の節があ り ます。

• Sun ONE Portal Server のインス トール

• Sun ONE Directory Server のインス トール

• 移行ツールのインス トール

Sun ONE Portal Server のイ ンスト ール 
この節では、 Sun ONE Portal Server ソフ ト ウェアのインス トール手順について説

明します。 インス トールの一環と して、 Sun ONE Portal Server ソフ ト ウェアは、

次のインス トールを行います。

• SunTM ONE Web Server ソフ ト ウェア

注 Sun ONE Portal Server ソフ ト ウェアを新し く インス トールするに

は、 第 1 章 「インス トールの計画」 で説明した要件を満たしている

こ とを確認して ください。
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• SunTM ONE Directory Server ソフ ト ウェア

• iPlanetTM Directory Server Access Management Edition ソフ ト ウェア

• Sun ONE Portal Server

Sun ONE Portal Server ソフ ト ウェアをユーザ nobody と して稼動している既存の 
iPlanet Directory Server Access Management Edition にインス トールするには、

iPlanet Directory Server Access Management Edition が root と して稼動するよ う

に変更します。 変更するには、 次の手順に従います。

1. iPlanet Directory Server Access Management Edition が稼動中のサーバにログ
インし、 スーパーユーザにな り ます。

2. 次のファイルを修正します。

a. BaseDir/SUNWam/servers/https-hostname.domain/config/magnus.conf 
ファ イルで User nobody の行を User root に変更します。

b. DSBaseDir/slapd-hostname/config/dse.ldif ファ イルで、 
nsslapd-localuser:nobody の行を  nsslapd-localuser:root に変更し
ます。

3. 次のディ レク ト リの所有者を  nobody から  root に変更します。 次のよ うに入
力します。

chown -R root:other /etc/opt/SUNWam

chown -R root:other DSBaseDir

chown -R root:other /tmp/https*

chown -R root:other /opt/SUNWam

chown -R root:other /var/sadm/pkg/SUNWamsvc

chown -R root:other /var/sadm/pkg/SUNWamws

chown -R root:other /var/sadm/pkg/SUNWamds

4. root ユーザと してディ レク ト リサーバを再起動します。

5. /etc/init.d/amserver stop を実行します。

6. すべてのプロセスが停止したこ とを確認します。 次のよ うに入力する と、 確認
できます。

ps -ef | grep SUNWam

ps -ef | grep DSBaseDir

シャ ッ ト ダウンしていないプロセスを終了します。
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7. /etc/init.d/amserver start を実行します。

Sun ONE Portal Server ソフ ト ウェアをインス トールするには、 次の手順に従いま

す。

1. マシンへログインし、 スーパーユーザにな り ます。

Sun ONE Portal Server をインス トールするには、 ルート アクセス権が必要で
す。

2. プログラムをインス トールするディ レク ト リに変更します。 

3. 次のよ うに入力します。

# gunzip -dc ps-6.0-us.sparc-sun-solaris.tar.gz | /usr/bin/tar xvf -
4. 次のよ うに入力します。

# ./pssetup

5. 使用許諾契約書に同意するかど うかを指定します。 同意する場合は、 「yes」
を入力します。

6. Sun ONE Portal Server をインス トールするオプシ ョ ンを選択します。

「設定情報」 のチェッ ク リ ス ト を使用して、 ソフ ト ウェアをインス トールしま
す。

注 この製品はライセンスがなくても実行しますが、Sun Microsystems 
からバイナリ コード ライセンスを購入されるか、 バイナリ コード評
価ライセンス条件に同意されるこ とによ り、 合法的にこの製品を使
用して ください。

ヒ ン ト インス トール中はいつでも、 インス トールログ
/var/sadm/install/logs/pssetup.pid/install.log でインス

トール状態を確認するこ とができます。 インス トール中にログファ

イルを表示するには、 たとえば、 次のよ うに入力します。

tail -f /var/sadm/install/logs/pssetup.pid/setup.log

こ こで、 pid は、 pssetup プロセスのプロセス  ID です。 インス トー

ル後は、 インス トール中のエラーに関してこのログを確認します。
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Sun ONE Directory Server のイ ンスト ール 
Sun ONE Directory Server ソフ ト ウェアをインス トールするには、 次のよ うにし

ます。

1. マシンへログインし、 スーパーユーザにな り ます。

Sun ONE Directory Server をインス トールするには、 ルート アクセス権が必
要です。

2. プログラムをインス トールするディ レク ト リ を変更します。 

3. 次のよ うに入力します。

# gunzip -dc ps-6.0-us.sparc-sun-solaris.tar.gz | /usr/bin/tar xvf -

4. 次のよ うに入力します。

# ./pssetup

5. 使用許諾契約書に同意するかど うかを指定します。 同意する場合は、 「yes」
と入力します。

6. Sun ONE Directory Server だけをインス トールするオプシ ョ ンを選択します。

Sun ONE Directory Server のチェッ ク リ ス ト を使用して、 ソフ ト ウェアをイ
ンス トールします。

注 この製品はライセンスがなくても実行しますが、Sun Microsystems 
からバイナリ コード ライセンスを購入されるか、 バイナリ コード評
価ライセンス条件に同意されるこ とによ り、 合法的にこの製品を使
用して ください。

ヒ ン ト インス トール中はいつでも、 インス トールログ
/var/sadm/install/logs/pssetup.pid/install.log でインス

トール状態を確認するこ とができます。 インス トール中にログファ

イルを表示するには、 たとえば、 次のよ うに入力します。

tail -f /var/sadm/install/logs/pssetup.pid/setup.log

こ こで、 pid は、 pssetup プロセスのプロセス  ID です。 インス トー

ル後は、 インス トール中のエラーに関してこのログを確認します。
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移行ツールのイ ンスト ール
Sun ONE Portal Server ソフ ト ウェアには、 iPlanet Portal Server 3.0 (Service Pack 
3a または 4 ) をこの リ リースに移行するための移行ユーティ リ ティがあ り ます。

移行ツールをインス トールするには、 次の手順に従います。

1. システムへログインし、 スーパーユーザになり ます。

移行ユーティ リ ティは、 既存のバージ ョ ンの iPlanet Portal Server 3.0 (Service 
Pack 3a または 4) がすでにインス トールされているシステムにインス トール
できます。 iPlanet Portal Server 3.0 (Service Pack 3a または 4) システムから別
の Sun ONE Portal Server 6.0 システムに移行する場合は、 各システムへのイ
ンス トール用に iPlanet Portal Server 3.0 Data Migration Tool Suite が 2 つ必要
です。 単一システムに移行する場合は、 iPlanet Portal Server 3.0 (Service Pack 
3a または 4) システムに Sun ONE Portal Server 6.0 をインス トールできます。 
移行ユーティ リ ティ をインス トールするには、 root でのアクセスが必要です。

2. プログラムをインス トールするディ レク ト リに変更します。 

3. 次のよ うに入力します。

# gunzip -dc ps-6.0-us.sparc-sun-solaris.tar.gz | /usr/bin/tar xvf -

4. 次のよ うに入力します。

# ./pssetup

5. デフォルトのインス トール場所を使用するか、 移行ユーティ リ ティ をインス
トールするディ レク ト リ を指定します。

デフォルトでは、 ソフ ト ウェアが /opt にユーティ リ ティ をインス トールしま
す。 Sun ONE Portal Server 6.0 ソフ ト ウェアのホス トであるシステムに移行
ユーティ リ テ ィ をインス トールする場合は、 ツールが 
BaseDir/SUNWps/migration にインス トールされます。

6. 移行ツールだけをインス トールするオプシ ョ ンを選択します。

インス トールプログラムは、 移行ツールを指定された場所にインス トールし
ます。 ツールは、 BaseDir/SUNWps/migration/bin ディ レク ト リにインス トー
ルされます。

移行ユーティ リ ティ を使用する  iPlanet Portal Server 3.0 Service Pack 3a または 4  
からの Sun ONE Portal Server 6.0 への移行についての詳細は、 『Sun ONE Portal 
Server 6.0 移行ガイ ド』 を参照して ください。
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第 3 章

イ ンス ト ール後の設定

この章では次のインス トール後の作業について説明します。

• root 以外のユーザと して Sun ONE Portal Server を実行するための設定

• ユーザ nobody と して Sun ONE Portal Server を実行するための設定

• サーバのインスタンスの作成と削除

• 次の操作

root 以外のユーザと し て  Sun ONE Portal Server 
を実行するための設定

特に指定のないかぎ り、 すべての手順は root と して実行します。 SunTM ONE 
Portal Server ソフ ト ウェアをインス トールしたあとで、 次の操作を行います。

TCP ポー ト の WAIT 状態の短縮
通常は 240000 ミ リ秒 (4 分 ) に設定されている  TCP ド ラ イバのクローズ待ち時間

の間隔を短縮します。 アプ リ ケーシ ョ ンが正常に終了しない場合には、 ポート を  
WAIT 状態のままにするこ と もできますが、 操作を再試行するには 4 分待つこ と

にな り ます。 この間隔を短くするには次の手順に従います。

1. 次のよ うに入力して現在の設定を取得します。

# ndd -get /dev/tcp tcp_time_wait_interval
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2. 次のよ うに入力して、 値を  10 秒に設定します。

# ndd -set /dev/tcp tcp_time_wait_interval 10000

この設定は次の再起動まで有効です。 この変更を継続するには、
/etc/rc2.d/S69inet ファ イルを編集して時間を短縮します。

Sun ONE Portal Server イ ンス ト ールの再設定
1. BaseDir/SUNWam/servers/https-hostname.domain/config/magnus.conf ファ

イルを編集します。 次の magnus.conf ファ イルのサンプルに示されているよ
うに、 User root エン ト リ を User Userid に変更します。

2. BaseDir/SUNWam/servers/https-admserv/config/magnus.conf ファ イルを
編集します。 次の例に太字で示されているよ うに、 User root エン ト リ を  
User Userid  に変更します。

コ ーディ ング例 3-1 magnus.conf ファ イルのサンプル

#ServerRoot /opt/SUNWam/servers/https-siroe.sun.com
ServerID https-siroe.sun.com
ServerName siroe.sun.com
ErrorLog /opt/SUNWam/servers/https-siroe.sun.com/logs/errors
PidLog /opt/SUNWam/servers/https-siroe.sun.com/logs/pid
User Userid
MtaHost localhost
DNS off
Security off
ClientLanguage en
AdminLanguage en
DefaultLanguage en
RqThrottle 1024
StackSize 131072
...
#ServerRoot /opt/SUNWam/servers/https-siroe.sun.com
ServerID https-siroe.sun.com

コ ーディ ング例 3-2 magnus.conf ファ イルのサンプル

#ServerRoot /opt/SUNWam/servers/https-admserv
NetsiteRoot /opt/SUNWam/servers
ServerID https-admserv
ServerName siroe.sun.com
ErrorLog /opt/SUNWam/servers/https-admserv/logs/errors
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3. /usr/ldap/slapd-hostname/config/dse.ldif ファ イルを編集します。 次の
例に太字で示されているよ うに、 nsslapd-localuser: root を  
nsslapd-localuser: Userid  に変更します。

PidLog /opt/SUNWam/servers/https-admserv/logs/pid
User Userid
AdminUsers /opt/SUNWam/servers/https-admserv/config/admpw
MtaHost localhost
DNS off
Security off
ClientLanguage en
AdminLanguage en
DefaultLanguage en
RqThrottle 128
TempDir /tmp/https-admserv-1b510d01
...
#ServerRoot /opt/SUNWam/servers/https-admserv
NetsiteRoot /opt/SUNWam/servers
ServerID https-admserv

コ ーディ ング例 3-3 dse.ldif ファ イルのサンプル

...
dn: cn=config
cn: config
objectClass: top
objectClass: extensibleObject
objectClass: nsslapdConfig
nsslapd-accesslog-logging-enabled: on
nsslapd-accesslog: /usr/ldap/slapd-siroe/logs/access
nsslapd-accesslog-maxlogsperdir: 10
nsslapd-accesslog-maxlogsize: 100
nsslapd-accesslog-logrotationtime: 1
nsslapd-accesslog-logrotationtimeunit: day
nsslapd-enquote-sup-oc: off
nsslapd-localhost: siroe.sun.com
nsslapd-schemacheck: on
nsslapd-rewrite-rfc1274: off
nsslapd-return-exact-case: on
nsslapd-port: 389
nsslapd-localuser: Userid
nsslapd-errorlog: /usr/ldap/slapd-siroe/logs/errors
nsslapd-errorlog-logging-enabled: on
nsslapd-errorlog-maxlogsperdir: 2
nsslapd-errorlog-maxlogsize: 100
nsslapd-errorlog-logrotationtime: 1
...

コ ーディ ング例 3-2 magnus.conf ファ イルのサンプル ( 続き )
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4. /usr/ldap/admin-serv/config/local.conf ファ イルを編集します。 次の 
local.conf ファ イルのサンプルに示されているよ うに、
configuration.nsSuiteSpotUser: root を  
configuration.nsSuiteSpotUser: Userid  に変更します。 

5. /usr/ldap/admin-serv/config/magnus.conf ファ イルを編集します。 次の 
magnus.conf ファ イルのサンプルに示されているよ うに、 User root エン ト
リ を User Userid  に変更します。

6. /etc/opt/SUNWps/desktop/desktopconfig.properties を編集します。 次
の desktopconfig.properties ファ イルのサンプルに示されているよ うに、
logLevel=message と設定します。

コ ーディ ング例 3-4 local.conf ファ イルのサンプル

...
configuration.objectClass: nsConfig
configuration.objectClass: nsAdminConfig
configuration.objectClass: nsAdminObject
configuration.objectClass: nsDirectoryInfo
configuration.objectClass: top
configuration.nsServerPort: 8900
configuration.nsSuiteSpotUser: Userid
configuration.nsAdminEnableEnduser: on
configuration.nsAdminEnableDSGW: on
...

コ ーディ ング例 3-5 magnus.conf ファ イルのサンプル

NetsiteRoot /usr/ldap
ServerID admin-serv
ServerName siroe.sun.com
ErrorLog /usr/ldap/admin-serv/logs/error
PidLog /usr/ldap/admin-serv/logs/pid
User Userid
AdminUsers /usr/ldap/admin-serv/config/admpw
MtaHost localhost
DNS on 
Security off
ClientLanguage en
AdminLanguage en
DefaultLanguage en
RqThrottle 128
TempDir /usr/ldap/admin-serv/tmp
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7. 次のディ レク ト リの所有者を  root から  Userid:UserGroup に変更します。 次の
よ うに入力します。

❍ chown -R Userid:UserGroup /etc/opt/SUNWps

❍ chown -R Userid:UserGroup /etc/opt/SUNWam

❍ chown -R Userid:UserGroup /var/tmp/psdt*

❍ chown -R Userid:UserGroup /usr/ldap

❍ chown -R Userid:UserGroup /tmp/https*

❍ chown -R Userid:UserGroup /opt/SUNWam

❍ chown -R Userid:UserGroup /opt/SUNWps 

❍ chown -R Userid:UserGroup /usr/java_1.3.1_04

❍ chown -R Userid:UserGroup /var/sadm/pkg/SUNWamsvc

❍ chown -R Userid:UserGroup /var/sadm/pkg/SUNWamws

❍ chown -R Userid:UserGroup /var/sadm/pkg/SUNWamds

❍ chown -R Userid:UserGroup /var/sadm/pkg/SUNWps

8. /etc/init.d/amserver の 386 行目を編集します。 次の例に示されているよ
うに、 check_root_user メ ソ ッ ド呼び出しの前に # を入力します。

コ ーディ ング例 3-6 desktopconfig.properties ファ イルのサンプル

# Copyright 2001 Sun Microsystems, Inc.  All rights reserved.
# PROPRIETARY/CONFIDENTIAL.  Use of this product is subject to 
license terms. 
#
#########################
# Desktop Configuration #
#########################
#
# Log level
#
logLevel=message
#
# Perf (log) level
#
perfLevel=off
#
...
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9. root 以外のユーザと してディ レク ト リサーバを再起動します。

10. /etc/init.d/amserver stop を実行します。

11. すべてのプロセスが停止したこ とを確認します。 確認するには、 次のよ うに入
力します。

ps -ef | grep SUNWam

ps -ef | grep DSBaseDir

シャ ッ ト ダウンしなかったプロセスを終了します。

Sun ONE Portal Server の起動
1. スーパーユーザになるか、 あるいは Userid ユーザと してログインします。

2. /etc/init.d/amserver start と入力します。

コ ーディ ング例 3-7 amserver ファ イルのサンプル

#!/bin/sh
# PROPRIETARY/CONFIDENTIAL/...
BASE=/opt
DIRBASE=/usr
LDAPDIR=/usr/ldap
PRODUCTDIR=SUNWam
PACKAGEDIR=$BASE/${PRODUCTDIR}
WEBAPPDIR=$BASE/${PRODUCTDIR}/web-apps
SERVICEAPPSDIR=$WEBAPPDIR/services
AGENTAPPSDIR=$WEBAPPDIR/agent

PLATFORMCONFDIR=$PACKAGEDIR/lib
PLATFORMCONF=${PLATFORMCONFDIR}/AMConfig.properties
PLATFORMBINDIR=${PACKAGEDIR}/bin
WTPASSFILE=${PACKAGEDIR}/config/.wtpass
check_root_user () {
...skipping
} 
# check_root_user
...
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ユーザ nobody と し て  Sun ONE Portal Server を
実行するための設定

nobody は ( 暗号化された ) 不当な合成パスワードを持っているので、 Sun ONE 
Portal Server ファ イルの所有者と して nobody を指定するのは特別な場合です。 
nobody が所有するファ イルを操作して実行するユーザは、 root である必要があ

り ます。 

Sun ONE Portal Server が nobody と して稼動するこ とを設定されている場合には、

サーバは、 デフォルトの Web サーバポートであるポート  8080 で待機するよ うに

設定できます。 LDAP サーバはデフォルトのポート  389 でも実行できます。

特に指定のないかぎ り、すべての手順は root と して実行します。 Sun ONE Portal 
Server ソフ ト ウェアをインス トールしたあとで、 次の操作を行います。

TCP ポー ト の WAIT 状態の短縮
通常は 240000 ミ リ秒 (4 分 ) に設定されている  TCP ド ラ イバのクローズ待ち時間

の間隔を短縮します。 アプ リ ケーシ ョ ンが正常に動作していない場合、 ポート を  
WAIT 状態のままにするこ と もできますが、 操作を再試行するには 4 分待つこ と

になるからです。

1. 次のよ うに入力して、 現在の設定を取得します。

# ndd -get /dev/tcp tcp_time_wait_interval

2. 次のよ うに入力して、 値を  10 秒に設定します。

# ndd -set /dev/tcp tcp_time_wait_interval 10000

この設定は次の再起動まで有効です。 この変更を継続するには、
/etc/rc2.d/S69inet ファ イルを編集して時間を短縮します。

Sun ONE Portal Server イ ンス ト ールの再設定
1. BaseDir/SUNWam/servers/https-hostname.domain/config/magnus.conf 

ファ イルを編集します。 次の magnus.conf ファ イルのサンプルに示されてい
るよ うに、 User root エン ト リ を  User nobody に変更します。
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2. BaseDir/SUNWam/servers/https-admserv/config/magnus.conf ファ イルを
編集します。 次の例に太字で示されているよ うに、 User root エン ト リ を  
User nobody  に変更します。

3. /usr/ldap/slapd-hostname/config/dse.ldif ファ イルを編集します。 次の
例に太字で示されているよ うに、 nsslapd-localuser: root を  
nsslapd-localuser: nobody に変更します。

コ ーディ ング例 3-8 magnus.conf ファ イルのサンプル

#ServerRoot /opt/SUNWam/servers/https-siroe.sun.com
ServerID https-siroe.sun.com
ServerName siroe.sun.com
ErrorLog /opt/SUNWam/servers/https-siroe.sun.com/logs/errors
PidLog /opt/SUNWam/servers/https-siroe.sun.com/logs/pid
User nobody
MtaHost localhost
DNS off
Security off
ClientLanguage en
AdminLanguage en
DefaultLanguage en
RqThrottle 1024
StackSize 131072
...

コ ーディ ング例 3-9 magnus.conf ファ イルのサンプル

#ServerRoot /opt/SUNWam/servers/https-admserv
NetsiteRoot /opt/SUNWam/servers
ServerID https-admserv
ServerName siroe.sun.com
ErrorLog /opt/SUNWam/servers/https-admserv/logs/errors
PidLog /opt/SUNWam/servers/https-admserv/logs/pid
User nobody
AdminUsers /opt/SUNWam/servers/https-admserv/config/admpw
MtaHost localhost
DNS off
Security off
ClientLanguage en
AdminLanguage en
DefaultLanguage en
RqThrottle 128
TempDir /tmp/https-admserv-1b510d01
...
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4. /usr/ldap/admin-serv/config/local.conf ファ イルを編集します。  次の 
local.conf ファ イルのサンプルに示されているよ うに、
configuration.nsSuiteSpotUser: root を 
configuration.nsSuiteSpotUser: nobody に変更します。 

コ ーディ ング例 3-10 dse.ldif ファ イルのサンプル

...
dn: cn=config
cn: config
objectClass: top
objectClass: extensibleObject
objectClass: nsslapdConfig
nsslapd-accesslog-logging-enabled: on
nsslapd-accesslog: /usr/ldap/slapd-siroe/logs/access
nsslapd-accesslog-maxlogsperdir: 10
nsslapd-accesslog-maxlogsize: 100
nsslapd-accesslog-logrotationtime: 1
nsslapd-accesslog-logrotationtimeunit: day
nsslapd-enquote-sup-oc: off
nsslapd-localhost: siroe.sun.com
nsslapd-schemacheck: on
nsslapd-rewrite-rfc1274: off
nsslapd-return-exact-case: on
nsslapd-port: 389
nsslapd-localuser: nobody
nsslapd-errorlog: /usr/ldap/slapd-siroe/logs/errors
nsslapd-errorlog-logging-enabled: on
nsslapd-errorlog-maxlogsperdir: 2
nsslapd-errorlog-maxlogsize: 100
nsslapd-errorlog-logrotationtime: 1
...

コ ーディ ング例 3-11 local.conf ファ イルのサンプル

...
configuration.objectClass: nsConfig
configuration.objectClass: nsAdminConfig
configuration.objectClass: nsAdminObject
configuration.objectClass: nsDirectoryInfo
configuration.objectClass: top
configuration.nsServerPort: 8900
configuration.nsSuiteSpotUser: nobody
configuration.nsAdminEnableEnduser: on
configuration.nsAdminEnableDSGW: on
...
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5. /usr/ldap/admin-serv/config/magnus.conf ファ イルを編集します。 次の 
magnus.conf ファ イルのサンプルに示されているよ うに、 User root エン ト
リ を User nobody  に変更します。

6. /etc/opt/SUNWps/desktop/desktopconfig.properties を編集します。 次
の desktopconfig.properties ファ イルのサンプルに示されているよ うに、
logLevel=message と設定します。

コ ーディ ング例 3-12 magnus.conf ファ イルのサンプル

NetsiteRoot /usr/ldap
ServerID admin-serv
ServerName siroe.sun.com
ErrorLog /usr/ldap/admin-serv/logs/error
PidLog /usr/ldap/admin-serv/logs/pid
User nobody
AdminUsers /usr/ldap/admin-serv/config/admpw
MtaHost localhost
DNS on 
Security off
ClientLanguage en
AdminLanguage en
DefaultLanguage en
RqThrottle 128
TempDir /usr/ldap/admin-serv/tmp

コ ーディ ング例 3-13 desktopconfig.properties ファ イルのサンプル

# Copyright 2001 Sun Microsystems, Inc.  All rights reserved.
# PROPRIETARY/CONFIDENTIAL.  Use of this product is subject to 
license terms. 
#
#########################
# Desktop Configuration #
#########################
#
# Log level
#
logLevel=message
#
# Perf (log) level
#
perfLevel=off
#
...
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7. 次のディ レク ト リの所有者を  root から  Userid:UserGroup に変更します。 次の
よ うに入力します。

❍ chown -R Userid:UserGroup /etc/opt/SUNWps

❍ chown -R Userid:UserGroup /etc/opt/SUNWam

❍ chown -R Userid:UserGroup /var/tmp/psdt*

❍ chown -R Userid:UserGroup /usr/ldap

❍ chown -R Userid:UserGroup /tmp/https*

❍ chown -R Userid:UserGroup /opt/SUNWam

❍ chown -R Userid:UserGroup /opt/SUNWps 

❍ chown -R Userid:UserGroup /usr/java_1.3.1_04

8. /etc/init.d/amserver の 386 行目を編集します。 次の例に示されているよ
うに、 check_root_user メ ソ ッ ド呼び出しの前に # を入力します。

9. /etc/init.d/amserver stop と入力します。

10. すべてのプロセスが停止したこ とを確認します。 確認するには、 次のよ うに入
力します。

ps -ef | grep SUNWam

コ ーディ ング例 3-14 amserver ファ イルのサンプル

#!/bin/sh
# PROPRIETARY/CONFIDENTIAL/...
BASE=/opt
DIRBASE=/usr
LDAPDIR=/usr/ldap
PRODUCTDIR=SUNWam
PACKAGEDIR=$BASE/${PRODUCTDIR}
WEBAPPDIR=$BASE/${PRODUCTDIR}/web-apps
SERVICEAPPSDIR=$WEBAPPDIR/services
AGENTAPPSDIR=$WEBAPPDIR/agent

PLATFORMCONFDIR=$PACKAGEDIR/lib
PLATFORMCONF=${PLATFORMCONFDIR}/AMConfig.properties
PLATFORMBINDIR=${PACKAGEDIR}/bin
WTPASSFILE=${PACKAGEDIR}/config/.wtpass
check_root_user () {
...skipping
} 
# check_root_user
...
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ps -ef | grep DSBaseDir

シャ ッ ト ダウンしなかったプロセスを終了します。

Sun ONE Portal Server の起動
1. スーパーユーザにな り、 次の手順を行います。

a. ディ レク ト リ を  DSBaseDir/slapd-hostname に変更します。

b. start-slapd と入力します。

2. nobody ユーザと して、 /etc/init.d/amserver start と入力します。 

1024 よ り小さいポート番号を使用している場合には、 Web サーバは開始しま
せん。

3. スーパーユーザにな り、 BaseDir/SUNWam/servers/https-hostname.domain 
/start と入力します。

4. サービスを停止するには、 /etc/init.d/amserver stop と入力します。

サーバのイ ンスタ ンスの作成と 削除
インスタンスは特定のポートで待機するサーバで、 1 つまたは複数の IP アドレス

に結合します。 Sun ONE Portal Server では、 インスタンスはポートで待機して単

一の JVM を実行する  Web サーバプロセスに相当します。 次の手順に従って、

サーバの複数インスタンスを作成します。

1. Sun ONE Portal Server の ユーザインタフェース ノードを稼動中のサーバにロ
グインします。

2. スーパーユーザにな り、 ディ レク ト リ を  BaseDir/SUNWps/bin に変更します。

3. 対話式インス トールにするため、 ./multiserverinstance と入力します。

インスタンスのニッ クネームとサーバの新しいインスタンスのポート番号を
入力するプロンプ トが表示されます。 インスタンス名の入力には英数字だけを
使用します ( ド ッ トは使用しません )。

4. ブラウザで、 次のよ うに入力します。 

❍ 新しいインスタンスを介して管理コンソールにアクセスする場合、
http://hostname.domain:instanceportnumber/amconsole
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❍ 新しいインスタンスを介して Desktop のデフォルト  URL にアクセスする
場合、 http://hostname.domain:instanceportnumber/portal/ 

インスタンスを削除するには次の手順に従います。

1. Sun ONE Portal Server ソフ ト ウェアを稼動中のサーバにログインします。

2. スーパーユーザにな り、 ディ レク ト リ を  BaseDir /SUNWps/bin に変更します。

3. ./multiserverinstance delete -instance InstanceNickname と入力しま
す。

次の操作
この節では、 次の項目について説明します。

• Sun ONE Portal Server インス トールの 妥当性検査

• Sun ONE Portal Server 管理コンソールと  Desktop へのアクセス

• Portal Server の管理

Sun ONE Portal Server イ ンス ト ールの
妥当性検査
Sun ONE Portal Server のインス トールが正常に終了したこ とを確認するために、

サーバを開始して、 プロセスが正常に稼動および待機するかを検証します。

1. サーバにログインしてスーパーユーザにな り ます。

2. Sun ONE Portal Server を開始します。 次の手順を行います。

a. ディ レク ト リ を  BaseDir/SUNWam/bin に変更します。

注 追加のサーバインスタンスを作成し、 それらを  root 以外のユーザ

または nobody ユーザと して実行する場合は、 DSAME_BaseDir 
/SUNWam/bin/amserver. instance-nickname の各インスタンスのイ

ンスタンス開始スク リプ トで、 check_root_user への呼び出しを

コ メン トにする必要があ り ます。
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b. iPlanetTM Directory Server Access Management Edition を開始します。 次
のよ うに入力します。

# ./amserver start

3. すべての Sun ONE Portal Server プロセスが正常に動作するこ とを検証しま
す。 次のよ うに入力します。

a. SunTM ONE Web Server はポート  80 ( デフォルト ) で稼動している必要が
あ り ます。

# pgrep ns-httpd

Sun ONE Portal Server は複数の Web サーバインスタンスを使用するの
で、 このコマンドは複数のプロセス  ID を返します。

b. Sun ONE Web Server がポート  80 ( デフォルト ) で待機しているこ とを検
証します。

# netstat -an | grep LISTEN | grep “*\*\.80\>”

このコマンドは、 ポート  80 で稼動するオープンソケッ トがあるこ とを示
す行を返します。

c. SunTM ONE Directory Server が稼動している必要があ り ます。

# pgrep ns-slapd

このコマンドは Sun ONE Directory Server の単一プロセス  ID を返しま
す。

d. doUnix ヘルパがポート  8946 で稼動している必要があ り ます。

Sun ONE Portal Server 管理コ ン ソールと  
Desktop へのアクセス
次の手順に従って、 Sun ONE Portal Server のインス トールが正常に行われたこ と

を検査します。

注 Portal Server を開始するには、 iPlanet Directory Server Access 
Management Edition を開始する必要があ り ます。
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iPlanet Directory Server Access Management Edition 管理コ ン ソー
ルへのアクセス

1. ブラウザを開きます。

2. http://hostname.domain:port/amconsole と入力します。

3. 管理者名とパスワードを入力して管理コンソールを表示します。

これは iPlanet Directory Server Access Management Edition ソフ ト ウェアをイ
ンス トールしたと きに指定した名前とパスワードです。

サンプル Desktop へのアクセス

インス トール時に入力したデフォルトの組織について、 ソフ ト ウェアは、
Desktop サービスの設定、 テンプレートの作成、 その組織のユーザへの Desktop 
ポ リシーの作成と割り当てを行います。 ログオンするユーザを組織に作成するか、

あるいはユーザを作成せずに匿名ログインを使用するこ とができます。

1. ブラウザを開きます。

2. 次のよ うに入力してデフォルトの URL にアクセスします。

http://hostname.domain:port/portal

3. ユーザ名とパスワードを入力して Desktop にログインします。

Portal Server の管理
Secure Socket Layer (SSL) を設定するには、 『Sun ONE Portal Server 6.0 管理者ガ

イ ド』 の第 8 章を参照してください。

ポータルサーバのユーザインタフェース ノードの複数のインス トールを管理する
には、 『Sun ONE Portal Server 6.0 管理者ガイ ド』 の第 8 章を参照してください。
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第 4 章

Sun ONE Portal Server の
アン イ ンス ト ール

この章では、 1 つまたは複数のソフ ト ウェアコンポーネン ト を削除する方法につ

いて説明します。 1 つまたは複数のソフ ト ウェアとそのコンポーネン ト をアンイン

ス トールするには、 次の手順に従います。

1. マシンへログインしスーパーユーザになり ます。

SunTM ONE Portal Server ソフ ト ウェアと関連するコンポーネン ト をアンイン
ス トールするには、 root のアクセス権が必要です。

2. インス トールプログラムがあるディ レク ト リに移動します。 

3. ./pssetup と入力します。

4. アンインス トールメニューが表示されます。

❍ Sun ONE Portal Server のみ削除 - インス トールプログラムは Sun ONE 
Portal Server ソフ ト ウェアだけをアンインス トールする

❍ SunTM ONE Directory Server のみ削除 - インス トールプログラムは Sun 
ONE Directory Server ソフ ト ウェアだけをアンインス トールする

❍ iPlanetTM Directory Server Access Management Edition のみ削除 - インス
トールプログラムは iPlanet Directory Server Access Management Edition 
ソフ ト ウェアだけをアンインス トールする

❍ 移行ツールのみ削除 - インス トールプログラムは移行ツールだけをアンイ
ンス トールする

❍ すべて削除 - インス トールプログラムは Sun ONE Portal Server ソフ ト
ウェアと関連するすべてのコンポーネン ト  (Sun ONE Directory Server、 
iPlanet Directory Server Access Management Edition、および SunTM ONE 
Web Server を含む ) をアンインス トールする
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5. アンインス トールオプシ ョ ンを選択します。
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第 5 章

Sun ONE Portal Server の
チューニング

この章では、 SunTM ONE Portal Server のパフォーマンスおよび容量を最適化する

設定パラ メータについて説明します。 Sun ONE Portal Server に組み込まれている  
perftune スク リプ ト  (BaseDir/SUNWps/bin ディ レク ト リ内 ) は、 この章で説明す

るチューニングプロセスのほとんどを自動的に実行します。

はじ めに
perftune スク リプ トには次の機能があ り ます。

• Solaris のカーネルと  TCP の設定をチューニングする。 「Solaris のチューニン
グ」 を参照して ください。

• 各製品の次の設定ファイルを変更する

❍ 「Sun ONE Web Server 6.0 のチューニング」 :

• BaseDir/SUNWam/servers/WebServerInstance/config/magnus.conf

• BaseDir/SUNWam/servers/WebServerInstance/config/jvm12.conf

• BaseDir/SUNWam/servers/WebServerInstance/config/web-apps.xml

• BaseDir/SUNWam/servers/WebServerInstance/config/server.xml

• BaseDir/SUNWam/servers/https-admserv/start-jvm

❍ 「Sun ONE Directory Server のチューニング」 :

• /usr/ldap/slapd-invierno/config/dse.ldif

❍ 「iPlanet Directory Server Access Management Edition のチューニング」 :

• BaseDir/SUNWam/config/ums/serverconfig.xml
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• BaseDir/SUNWam/lib/AMConfig.properties

❍ 「Sun ONE Portal Server Desktop のチューニング」

• /etc/opt/SUNWps/desktop/desktopconfig.properties

• Sun ONE Portal Server Desktop サービス、 および iPlanet Directory Server 
Access Management Edition の認証サービスのプロパティを変更する

チュ ーニング方法
perftune スク リプ ト を実行する場合、 最適稼動および最大稼動と呼ばれる  2 つの

標準的な使用シナリオに対してパフォーマンスチューニングオプシ ョ ンが提供さ
れます。 これらのシナリオは、 Sun ONE Portal Server 使用パターンの大部分を処

理するよ うに定義されています。 これらの配備シナリオには、 次のよ うな特徴が

あ り ます。 

• 最適稼動 : 

❍ 高レベルの同時ユーザ要求

❍ 少数の接続ユーザ (1 インスタンスにつき数百ユーザ )

❍ CPU 結合

❍ JVM パフォーマンスの最大要因はスループッ ト とプロンプ トネス

❍ 短期オブジェク ト ラ イフタイム分布の優位性

• 最大稼動 : 

❍ 低レベルの同時ユーザ要求

❍ 多数の接続ユーザ (1 インスタンスにつき数千ユーザ )

❍ メモ リー結合

❍ JVM パフォーマンス最大要因は JVM メモ リー容量

❍ 長期オブジェク ト ラ イフタイム分布の優位性

たとえば、 企業ポータルに対するビジネスのピーク時には、 多数の企業の雇用者
が最大稼動環境で同時にポータルに接続します。
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メ モリ ー割り 当て
JVM ごとに割り当てる大容量メモ リーは、 次の 2 つのパラ メータによって決定さ

れます。

1. CPU ごとの物理メモ リーの最大サイズ。 E45* ク ラスのマシンでは、 約 1 G バ
イ ト

2. パフォーマンスおよびスケーラビ リ ティ を得るために推奨される  CPU 対イン
スタンス数は、 Sun ONE Portal Server の最適なパフォーマンスには、 従来ど
おり  1:1 (1 CPU 対 1 インスタンス ) です。 最大稼動を得るためには、 比率 1:2 
(2 CPU 対 1 インスタンス ) が適していて、 これによ り  JVM ヒープサイズを最
大 2 G バイ トにできます。 

チューニングを実行する  JVM パフォーマンスマ ト リ ッ クスでは、 スループッ ト 、

フッ トプ リ ン ト 、 およびプロンプ トネスは、 次のよ うに定義されます。 

説明 :

• スループッ トは GC に使用しない時間

• フッ トプ リ ン トはプロセスのワーキングセッ ト

• プロンプ トネスはオブジェク トが無効にな り、 そのメモ リーが開放されるま
での時間

チュ ーニング手順
perftune スク リプ ト を実行する場合、 次のチューニングの推奨事項を実行するか

ど うかを指定できます。 推奨事項を注意深く検討し、 perftune スク リプ ト を使用

して、 推奨されるこれらの変更を実行します。

perftune スク リプ トは、 次の手順で行います。

1. マシンへログインし、 スーパーユーザにな り ます。

このスク リプ ト を実行するには、 root のアクセス権が必要です。

スループ ッ ト フ ッ ト プ リ ン ト プロンプ ト ネス

最適稼動 高い 低ク リティカル 高い

最大稼動 低ク リ ティカル 低い 低ク リ ティカル
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2. ディ レク ト リ を  BaseDir/SUNWps/bin に変更します。

3. ./perftune と入力します。

チューニングプロセスの間、 perftune スク リプ トがサーバの開始および停止の操

作を実行します。 このスク リプ トによ り、 filename-orig-date-pid 形式で、 修正

ファ イルのバッ クアップコピーが作成されます。 スク リプ ト を実行したあと、

チューニングの変更を反映させるため、 システムを再起動します。

Solaris のチューニング

カーネルのチューニング

/etc/system ファ イルに対して、 スク リプ トは次の設定を追加します。

• ファ イル記述子制限 - オープンファイル数制限

❍ set rlim_fd_max=16384 

❍ set rlim_fd_cur=16384 

• ス ト リームキューサイズ - あて先のス ト リームキューが QFULL を生成する前
の syncq ( メ ッセージ数 ) の深さ

❍ set sq_max_size=0 

• TCP 接続ハッシュサイズ (<= ファ イル記述子 )

❍ set tcp:tcp_conn_hash_size=8192 

TCP パラ メ ータのチューニング

/dev/tcp で TCP パラ メータ  (カッコ内) への変更に含まれるのは次のとおりです。

• TCP 時間待機間隔 (tcp_time_wait_interval) - 接続の終了後に TCP ソケッ
トが TIME_WAIT 状態の期間を  60000 に設定する

• TCP 終了待機 2 間隔 (tcp_fin_wait_2_flush_interval) - 接続の終了後に
TCP ソケッ トが FIN_WAIT_2 状態の期間を 60000 に設定する

• TCP 最大接続サイズ (tcp_conn_req_max_q) - 完全に確立された接続の最大値
を 8192 に設定する

• TCP リ ス ト キュー (tcp_conn_req_max_q0) - 確立されていない接続を含めた
キューのサイズを  8192 に設定する

• TCP パケッ ト ド ロ ップ時間 (tcp_ip_abort_interval) - パケッ トがド ロ ップ
する前の期間を  60000 に設定する
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• TCP キープアライブ間隔 (tcp_keepalive_interval) - 90000 に設定する

• TCP 最大再送間隔 (tcp_rexmit_interval_max) - 6000 に設定する

• TCP 最小再送間隔 (tcp_rexmit_interval_min) - 3000  に設定する

• TCP 初期再送間隔 (tcp_rexmit_interval_initial) - 500 に設定する

• TCP 最小匿名ポート  (tcp_smallest_anon_port) - 1024 に設定する

• スロースタート アルゴ リズムの TCP 初期パケッ ト  
(tcp_slow_start_initial) - 2 に設定する

• TCP 送信 / 受信バッファサイズ制限 (tcp_xmit_hiwat and tcp_recv_hiwat) 
- それぞれ 32768 に設定する

システムを再起動する際、 ndd コマンドを自動的に実行するには、 perftune スク

リプ トが S99ndds_tcp ファ イルを  /etc/rc2.d/ ディ レク ト リにコピーします。

iPlanet Directory Server Access Management 
Edition のチューニング

Directory Server 接続プール

BaseDir/SUNWam/config/ums/serverconfig.xml ファ イルの変更内容は次のとお

りです。

• 接続プールサイズの最小値を  10 に増やす

• 接続プールサイズの最大値を  90 に増やす

LDAP 認証サービス

• LDAP 接続プールのデフォルトサイズ ( 最大 : 最小 ) を 10:90 に更新する

LDAP 認証

• 「DN to Start User Search ( ユーザ検索を開始する  DN)」 を  
ou=people,o=<organization>,o=isp に指定する

• 「Search Scope ( 検索範囲 )」 を OBJECT に指定する  
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iPlanet Directory Server Access Management Edition サービス設定
パラ メ ータ

BaseDir/SUNWam/lib/AMConfig.properties ファ イルの変更内容は次のとおりで

す。

• com.iplanet.am.logstatus を  INACTIVE に指定する

• 同時に実行するセッシ ョ ンの予測数がこの値を超過する場合、
com.iplanet.am.session.maxSession ( デフォルトで 50000) を増やす 

• com.iplanet.am.session.httpSession.enabled を無効にする

Sun ONE Directory Server のチューニング
SunTM ONE ディ レク ト リサーバを他のアプリ ケーシ ョ ンと共有する場合、 パラ

メータが他のアプリ ケーシ ョ ンのパラ メータ と衝突しないよ うにチューニングし、
確認する必要があ り ます。 

/tmp/slapd-dsame1 には、 十分な仮想メモ リースペースを提供する必要があ り ま

す。 また、 ページングを避けるために、 データベースキャ ッシングに割り当てた
分を含む使用メモ リーの総容量は、 物理メモ リーサイズを超過してはなり ません。
どのイベン トでも、 slapd プロセス自体に使用される  nsslapd-dbcachesize + 
nsslapd-cachememsize + fixed memory の累積値は、 プロセスアドレススペー

スの 4 G バイ ト を超過できません。 Nslapd は 32 ビッ トのアプ リ ケーシ ョ ンです。 

リ ソースプール ( 接続およびスレッ ド ) のサイジングに関しては、 Sun ONE 
Directory Server によって、 オペレーシ ョ ンの検索タイプに対して 15 前後の同時

レベルで最良のパフォーマンスが提供されます。 

perftune スク リプ トは、 ns-slapd スレッディング、 db cache、 および

/usr/ldap/slapd-hostname/config/dse.ldif ファ イルにマッピングするデータ

ベースファ イルシステムを次のよ うにチューニングします。

• dn: cn=config LDAP エン ト リ  の下に入力する項目 

❍ nsslapd-threadnumber 行を nThreads に追加する。 プロファ イル変更 
(LDAP の書き込み ) が想定される場合を除き、 ほとんどの場合はデフォ
ルト値 (30) の使用が適切であ り、 スク リプ トには次の式が適用される

nThreads = 30 for 1 CPU, nThreads = 45 for 2 CPUs, nThreads = 
60 for 3 CPUs, nThreads = 90 for 4 CPUs. 

❍ nsslapd-accesslog-logging-enabled をオフに指定し、 アクセスログ
を使用不可にする  
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• dn: cn=config,cn=ldbm database,cn=plugins,cn=config LDAP エン ト リ
の下に入力する項目

❍ nsslapd-db-home-directory 行を /tmp/slapd-dsame1 に追加する

❍ nsslapd-maxthreadsperconn 行を 20 に変更する  

❍ 行 nsslapd-dbcachesize を  newSize に変更する。 こ こでは、 newSize = 
1.2 * が /usr/ldap/slapd-hostname/db/userRoot の下に位置するすべて
の db3 ファ イルのサイズである  

• 以下の dn: cn=userRoot,cn=ldbm database,cn=plugins,cn=config LDAP 
エン ト リは、 行 nsslapd-cachememsize を  newSize へ変更する。 こ こでは、
id2entry.db3 のサイズは newSize = 3 * である  

Sun ONE Web Server 6.0 のチューニング
次に、 perftune スク リプ トが提供する  JVM のチューニングについて説明します。

JVM のチューニングによって、 最適稼動、 および最大稼動環境において SunTM 
ONE Web Server を Sun ONE Portal Server パフォーマンスにチューニングするよ

う支援します。 

最適稼動

ヒープサイズ

ヒープサイズは、 注目すべき重要なオプシ ョ ンです。 こ こでのパラ メータの詳細

については、 Sun ONE Web Server のチューニングマニュアルを参照して くださ

い。 perftune スク リプ トは次のとおりです。

1. BaseDir/SUNWam/servers/https-hostname/config に配置されている  
magnus.conf に、 次のよ うに指定します。

❍ RqThrottle 256 

❍ StackSize 393216 

❍ ThreadIncrement 20 

❍ ConnQueueSize 20000

注 Sun ONE Directory Server を手動でチューニングする場合、 これら

のパラ メータをチューニングする前に Sun ONE Directory Server を
停止する必要があ り ます。
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2. BaseDir/SUNWam/servers/https-hostname/config に配置されている  
web-apps.xml に、 次のよ うに指定します ( 修正箇所は太字 )。

❍ web-app タグの上に次のセッシ ョ ンマネージャを定義する  

<session-manager 
class="com.iplanet.server.http.session.IWSSessionManager>

<init-param>

<param-name>maxSessions</param-name>

<param-value>50000</param-value>

</init-param>

<init-param>

<param-name>timeOut</param-name>

<param-value>360</param-value>

</init-param>

<init-param>

<param-name>reapInterval</param-name>

<param-value>180</param-value>

</init-param>

</session-manager>

❍ 予定された同時セッシ ョ ン数がこの値を超えた場合、maxSession ( デフォ
ルトは 50000) を増やす

❍ ク ラスの リ ロード間隔を 5 分 ( デフォルトは 30 秒 ) に定義する

<class-loader classpath="[...]" delegate="false" 
reload-interval="300"/>

3. JVM のチューニングをするために 
BaseDir/SUNWam/servers/https-hostname/config にある  jvm12.conf ファ
イルに次のよ うに指定します。

❍ jvm.minHeapSize=1073741824 

❍ jvm.maxHeapSize=1073741824 

❍ jvm.option=-Xrs

❍ jvm.option=-server 

❍ jvm.option=-XX:MaxPermSize=128M 

❍ jvm.option=-XX:PermSize=128M 
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❍ jvm.option=-XX:+OverrideDefaultLibthread 

❍ jvm.option=-XX:MaxNewSize=256M 

❍ jvm.option=-XX:NewSize=256M 

4. 代替の T2 libthread に対して、 start-jvm ファ イルに次のよ うに指定しま
す。

NSES_JRE_RUNTIME_LIBPATH=/usr/lib/lwp:${NSES_JRE}/lib/sparc/server:
${NSES_JRE}/lib/sparc:${NSES_JRE}/lib/sparc/classic:${NSES_JRE}/lib
/sparc/native_threads;export NSES_JRE_RUNTIME_LIBPATH

最大稼動

1. BaseDir/SUNWam/servers/https-hostname/config に格納されている 

magnus.conf に次のよ うに指定します。

❍ RqThrottle 256 

❍ StackSize 131072 

2. BaseDir/SUNWam/servers/https-hostname/config に格納されている  
web-apps.xml ファ イルに、 次のよ うに指定します。

❍ web-app タグの上に次のよ うにセッシ ョ ンマネージャを定義する  

<session-manager 
class="com.iplanet.server.http.session.IWSSessionManager>

<init-param>

<param-name>maxSessions</param-name>

<param-value>50000</param-value>

</init-param>

<init-param>

<param-name>timeOut</param-name>

<param-value>360</param-value>

</init-param>

<init-param>

<param-name>reapInterval</param-name>

<param-value>180</param-value>

</init-param>

</session-manager>
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❍ 予定された同時セッシ ョ ン数がこの値を超過する場合、 maxSession ( デ
フォルトは 50000) を増やす

3. JVM のチューニングのために、
BaseDir/SUNWam/servers/https-hostname/config にある  jvm12.conf ファ
イルに、 次のよ うに指定します。

jvm.minHeapSize=1073741824 

jvm.maxHeapSize=2147483648 

jvm.option=-Xrs 

jvm.option=-server 

jvm.option=-XincGC 

jvm.option=-XX:+UseLWPSynchronization 

jvm.option=-XX:MaxPermSize=128M 

jvm.option=-XX:PermSize=128M 

jvm.option=-XX:+OverrideDefaultLibthread 

jvm.option=-XX:MaxNewSize=256M 

jvm.option=-XX:NewSize=256M 

4.  start-jvm ファ イルで、 代替の T2 libthread に対して次のよ うに指定します。

NSES_JRE_RUNTIME_LIBPATH=/usr/lib/lwp:${NSES_JRE}/lib/sparc/server:
${NSES_JRE}/lib/sparc:${NSES_JRE}/lib/sparc/classic:${NSES_JRE}/lib
/sparc/native_threads;export NSES_JRE_RUNTIME_LIBPATH 

注 JVM メモ リーのヒープサイズは、 最小 1 G バイ ト、 最大 2 G バイ ト

です。 ヤングジェネレーシ ョ ンは最適稼動に比例して小さ くなるた

め、 接続ユーザは、 よ り多くのスペースを利用できます。 

インク リ メ ンタル ( または Train) GC が最大稼動によ り適している

のは、 GC の速度よ り、 オールドジェネレーシ ョ ンのサイズが大き

いこ とによる間隔の長さのほうが影響が大きいためです。 
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Sun ONE Portal Server Desktop のチューニン
グ

最適稼動

• Desktop セッシ ョ ンを最適化するには、 Enable XML Parsing  Validation 
を使用不可にする

Desktop セッシ ョ ンは、 iPlanet Directory Server Access Management Edition 
SSOToken セッシ ョ ンとは異な り、 接続ができません。 iPlanet Directory Server 
Access Management Edition セッシ ョ ンの期限が切れる前にデスク ト ップセッ

シ ョ ンがタイムアウ トになる場合、 照会がある と、 Desktop はデスク ト ップセッ

シ ョ ンを透過的に再構築します。 デスク ト ップセッシ ョ ンのアイ ドルタイムアウ
ト を減らすこ とによって、 短いユーザセッシ ョ ンを特徴とする最適稼動を想定し
て、 セッシ ョ ンオブジェク トに使用される メモ リーが開放されます。 

• Provider Caller Resource Pooling を最適化するには、
/etc/opt/SUNWps/desktop/desktopconfig.properties ファ イルの指定を
次のよ うに変更する

❍ callerPoolMinSize を  128 に増やす 

❍ callerPoolMaxSize を  512 に増やす 

❍ callerPoolPartitionSize を  16 に増やす 

❍ templateScanInterval を 3600 に増やす

最大稼動

Provider Caller Resource Pooling を最適化するには、

/etc/opt/SUNWps/desktop/desktopconfig.properties ファ イルの指定を次の

よ うに変更する

• callerPoolMinSize を  128 に増やす 

• callerPoolMaxSize を  512 に増やす 

• callerPoolPartitionSize を  16 に増やす

• templateScanInterval を 3600 に増やす
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用語集

ACI 「アクセス制御命令」 を参照。

API 「アプ リ ケーシ ョ ンプログラムインタフェース」 を参照。

CA 「認証局 (CA)」 を参照。

Compass iPlanet Portal Server 3.0 で検索機能を提供していた検索エンジンサー
ビス。 Sun ONE Portal Server 6.0 のコアには、 検索エンジンが組み込まれている。 
「検索エンジン」 を参照。

DNS 「Domain Name Service」 を参照。

Domain Name Service (DNS) 分散した名前とアドレスの検索メカニズムであ
り、 ド メ イン名 ( 例 siroe.com) を IP アドレス  ( 例 1.2.3.4) に変換する。 また、 逆方
向の検索によ り、 IP アドレスをド メ イン名に戻すこ と もできる。

Extensible Markup Language (XML) プログラム言語の 1 つである  XML は、 基
本的に SGML の簡易バージ ョ ンである。 これによ り  Web 開発者はカスタマイズ
されたタグの生成が可能とな り、 コンテンツの整理および配信をよ り効率的に行
う こ とができる。 XML は、 別のマークアップ言語を構築するための規則のセッ ト
を含んだメ タ言語。 独自のタグを生成できるので、 ドキュ メン トに含まれるデー
タに関して提供する情報の量、 および種類を増やすこ とができる。

Extensible Style Language (XSL) HTML で使用されるカスケーディングスタイ
ルシート  (CSS) と同様のスタイルシート を、 XML 用に作成するために使用する言
語。 XML では、 コンテンツとプレゼンテーシ ョ ンが分離されている。 XML タグで
は、 これらをどのよ うに表示するかは指定されない。 XML ドキュ メ ン トはフォー
マッ ト しなければ読み込むこ とができない。 通常の場合、 スタイルシート を使用
して行われる。 スタイルシートは、 ドキュ メン ト をコンピュータ画面に表示およ
び印刷する と きに、 特定の XML タグがどのよ うに作用するかを定めたフォー
マッ ト規則で構成されている。
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Extensible Style Language Transformation (XSLT) XML スタイルシートで、 1 
つの XML ドキュ メン ト形式を、 別の XML 形式に変換するために使用する言語。 
この変換は、 多くの異なったプラ ッ ト フォームや、 多様な XML 文書コーディン
グで共通の基盤となるため、 E コマースや E ビジネスでは極めて有益。

Foundation Profile CDC と と もに、 J2ME アプリ ケーシ ョ ンの実行時環境を提
供する、 次世代の家庭電化製品および組み込み型デバイスを目標と した API の
セッ ト 。

FTP 「ファ イル転送プロ ト コル」 を参照。

FQDN 「完全指定のド メ イン名」 を参照。

HTML 「ハイパーテキス トマークアップ言語」 を参照。

HTTP 「ハイパーテキス ト ト ランスポートプロ ト コル」 を参照。

HTTPS 「ハイパーテキス ト ト ランスポートプロ ト コルセキュア」 を参照。

IMAP 「インターネッ ト メ ッセージアクセスプロ ト コル」 を参照。

IP 「インターネッ トプロ ト コル」 を参照。

iPlanet Compass Server iPlanet Portal Server 3.0 で典型的に使用されていた、
ネッ ト ワーク リ ソースへのユーザアクセスを向上させるための iPlanet 技術。 Sun 
ONE Portal Server 6.0 には、 固く統合された検索エンジンが含まれ、 iPlanet 
Compass Server が iPlanet Portal Server 3.0 で提供していた機能性を備えている。

iPlanet Directory Server Access Management Edition ユーザおよびサービスの
管理、 認証、 シングルサインオンサービス、 ポ リ シー管理、 ロギングサービス、
デバッグユーティ リ ティ、 管理コンソール、 およびク ライアン トサポート インタ
フェースを、 Sun ONE Portal Server に提供する。

J2ME 「Java 2 Platform, Micro Edition」 を参照。

JATO Java と  XML を相互に変換するライブラ リ。

Java Sun Microsystems が開発した、 プラ ッ ト フォームから独立している、 オブ
ジェク ト指向のプログラ ミ ング言語。 現代のプログラ ミ ングにおける多くの問題
を解決する。 

Java 2 Platform, Micro Edition (J2ME) モバイルデバイスに適した小型アプリ
ケーシ ョ ン環境。
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Java Development Kit (JDK) Java アプレッ ト またはアプ リ ケーシ ョ ンプログラ
ムを記述するためのソフ ト ウェアツール。

JDK 「Java Development Kit」 を参照。

JSP Java Server Page

JSS 「Network Security Services for Java」 を参照。

LDAP 「Lightweight Directory Access Protocol」 を参照。

LDAP Data Interchange Format (LDIF) Directory Server のエン ト リ を、 テキス
ト形式で表記するために使用する形式。

LDIF 「LDAP Data Interchange Format」 を参照。

Lightweight Directory Access Protocol (LDAP) TCP/IP および複数のプラ ッ ト
フォーム上で動作するよ うに設計された、 ディ レク ト リサービスのプロ ト コル。 
X.500 Directory Access Protocol (DAP) の簡略版であ り、 ユーザプロファ イル、 配
布リ ス ト 、 設定データなどの情報を、 1 つの管理ポイン トで保存、 取得、 および
配布するこ とができる。 Sun ONE Directory Server は LDAP プロ ト コルを使用す
る。

NetFile ユーザによるファ イルシステムへのリモート アクセス、 およびファ イル
やディ レク ト リの リモート操作を可能にする、 Java ベースのファイルサーバアプ
リ ケーシ ョ ン。

netlet Sun ONE Portal Server で使用される  Java アプレッ ト 。 このアプレッ トに
よ り、 TCP/IP ベースのアプリ ケーシ ョ ンは、 認証済みの Sun ONE Portal Server 
接続を介してサーバに安全に接続できる。 

NetMail NetMail のコンポーネン トによって、 NetMail (Java) および NetMail 
Lite 電子メールク ライアン ト を実現する。 これらのク ライアン トは、 標準の 
IMAP/SMTP サーバで動作する。

Network Security Services for Java (JSS) ネッ ト ワークセキュ リ ティサービスの 
Secure Socket Layer ラ イブラ リに、 Java の割り当てを提供。 Sun ONE Portal 
Server はこのク ラスライブラ リ を使用して、 サーブレッ トからの Secure Socket 
Layer 接続の開始、 および Sun ONE Portal Server Secure Remote Access Pack 
ゲート ウェイでの Secure Socket Layer 接続の承認を行う。

PDC 「個人デジタル証明書」 を参照。

PKI 「公開キーインフラス ト ラ クチャ」 を参照。
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RAF 「ロボッ ト アプ リ ケーシ ョ ン関数」 を参照。

RD 「 リ ソース記述」 を参照。

RDM 「 リ ソース記述メ ッセージ」 を参照。

Secure Socket Layer (SSL) 安全で低レベルな暗号形式であ り、 HTTP や FTP な
ど、 そのほかのプロ ト コルによって使用される。 SSL プロ ト コルには、 サーバの
認証、 送信データの暗号化、 およびオプシ ョ ンによるク ラ イアン トの認証の規約
が含まれている。 Sun ONE Portal Server で使用されるバージ ョ ンは、 RSA の公開
キーと非公開キーの暗号化のほか、 デジタル証明書も使用している。

Server Message Block (SMB) プロ ト コル ファ イルの読み取りや書き込み方法、
およびコンピュータネッ ト ワーク内のサーバプログラムによって提供されるサー
ビスを要求する方法を、 コンピュータのク ライアン ト アプ リ ケーシ ョ ンに提供す
るプロ ト コル。 SMB プロ ト コルは、 インターネッ トの TCP/IP プロ ト コル、 ある
いは Internetwork Packet Exchange や NetBEUI を含むほかのネッ ト ワークプロ ト
コルの、 上位プロ ト コルと して使用するこ とができる。 Sun ONE Portal Server で
は SMB を  NetFile 用に使用する。

Simple Mail Transfer Protocol (SMTP) Sun ONE Messaging Server がサポート
する、 インターネッ トでもっと も一般的に使用される電子メールプロ ト コル。 
RFC 821 に定義されており、 対応する メ ッセージ形式の説明が RFC 822 にある。

Simple Network Management Protocol (SNMP) ネッ ト ワークのホス ト を リ
モートで監視および設定するためのネッ ト ワーク管理プロ ト コル。

Simple Object Access Protocol (SOAP) 一元化されていない分散された環境で
情報を交換するための、 軽量化されたプロ ト コル。 SOAP は XML ベースのプロ ト
コル。

SMB プロ ト コル 「Server Message Block (SMB) プロ ト コル」 を参照。

SMTP 「Simple Mail Transfer Protocol」 を参照。

SMTP プロキシ ネッ ト ワーク上の特定のマシンから別のマシンにメ ッセージを
送信する  SMTP の形式であ り、 電子メールを転送するためにインターネッ ト上で
使用される。

SNMP 「Simple Network Management Protocol」 を参照。

SOAP 「Simple Object Access Protocol」 を参照。

SOIF 「Summary Object Interchange Format」 を参照。
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SOIF 属性 検索データベース内のリ ソース記述には、 複数の属性またはフ ィー
ルドがある。 これらの属性は SOIF 属性と呼ばれる。

SSL 「Secure Socket Layer」 を参照。

SSL 証明書 PKI を使用して、 ユーザまたはベンダーが ト ランザクシ ョ ンの暗号
化および復号化を承認したこ とを示す電子トークン。 Sun ONE Portal Server ソフ
ト ウェアのインス トール時に自己署名済みの SSL 証明書を作成する。 ただし、 イ
ンターネッ ト上で安全な通信サービスを承認する証明書ベンダーから  SSL 証明書
を取得するこ と も可能。

SSO 「シングルサインオン」 を参照。

Standard Generalized Markup Language (SGML) ドキュ メン トにタグ付けし
て、 多数の形式要素に適用する方法。

Summary Object Interchange Format (SOIF) Harvest の Summary Object 
Interchange Format は、 リ ソース記述およびそのほかの構造化されたオブジェク
ト を伝送するための構文。 各リ ソース記述は、 属性と値をペアにした リ ス ト と し
て SOIF に表記される。 SOIF は、 テキス トおよびバイナリデータの両方、 および
部分的に拡張された複数の値を持つ属性の一部を値と して処理する。 つま り  SOIF 
は、 多くの リ ソース記述を単一の効率的なス ト リームと して、 大量に伝送するこ
とを可能にするス ト リーミ ング形式。

Sun ONE Directory Server Sun ONE Portal Server の基本設定、 およびユーザプ
ロファ イルのデータ リポジ ト リ を提供する。 Sun ONE Portal Server システムにイ
ンス トールされていない場合は、 iPlanet Directory Server Access Management 
Edition 製品によってインス トールが行われる。

Sun ONE Portal Server リモートユーザが、 組織のネッ ト ワークおよびサービス
へ、 インターネッ ト経由で安全にアクセスできるよ うにする。 また、 対象とする
従業員、 ビジネスパートナー、 または不特定多数の人々が、 コンテンツ、 アプ リ
ケーシ ョ ン、 およびデータにアクセスできる、 安全なインターネッ ト ポータルも
作成する。

これは一連の Sun ONE Portal Server プロダク ト ソ リ ューシ ョ ンの 「コア」 部分と
も呼ばれ、 すべての Sun ONE Portal Server パッ クに含まれている。

Sun ONE Portal Server Desktop 簡単に 「Desktop」 と も呼ばれる。 エンドユー
ザインタフェース、 および Content Provider Interface (PAPI) を通じて、 拡張可能
なコンテンツの集合メカニズムを提供する。 Desktop には、 コンテナ階層、 およ
び一部のタイプのチャンネルを構築するための、 構成要素を提供する各種のプロ
バイダが含まれる。 Desktop は、 コンテンツプロバイダおよびチャンネルデータ
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を保存するために使用する、 iPlanet Directory Server Access Management Edition 
サービスの表示プロファ イルデータ保存メカニズムを実装する。 Desktop には、
表示プロファ イル、 およびほかの Desktop サービスのデータを編集するための、
管理コンソールモジュールも含まれる。

Sun ONE Portal Server Instant Collaboration Pack サーバ、 マルチプレクサ、
Sun ONE Instant Messenger の各コンポーネン ト を含む、 Sun ONE のインスタン
ト メ ッセージング製品。 Sun ONE Instant Messaging Server と も呼ばれる。

Sun ONE Portal Server Pack Sun ONE Portal Server のアドオン製品を示す一般
的な名称。 現行のパッ クには、 Secure Remote Access Pack、 Mobile Access Pack、
および Personalized Knowledge Pack が含まれている。

Sun ONE Web Server Sun ONE Portal Server では、 これを  Sun ONE Portal 
Server および Sun ONE Portal Server パッ クの Web アプリ ケーシ ョ ンの Web コン
テナと して使用する。 Sun ONE Web Server は、 iPlanet Directory Server Access 
Management Edition 製品に含まれている。

TCP 「伝送制御プロ ト コル」 を参照。

TCP/IP 「伝送制御プロ ト コル / インターネッ トプロ ト コル」 を参照。

telnet インターネッ トプロ ト コルスイートの仮想端末プロ ト コル。 あるホス トの
ユーザがリモート ホス トにログインし、 そのホス トの通常の端末ユーザと して作
業するこ とができる。

telnet プロキシ telnet ク ラ イアン ト と  telnet サーバ間に位置するアプリ ケーシ ョ
ンであ り、 インテ リ ジェン ト中継を行う。

Uniform Resource Indicator (URI) サーバ上にある リ ソースの、 パスおよびファ
イル名を指定する標準的な方法。 サーバは、 URI をそのオペレーティングシステム
固有の形式に変換する。

Uniform Resource Locator (URL) インターネッ ト上で特定アドレスの位置を検
索するコード。

URI 「Uniform Resource Indicator」 を参照。

URL 「Uniform Resource Locator」 を参照。

URL プール ロボッ トが処理する  URL のリ ス ト 。 ロボッ トがスタートする時点で
は、 URL プールは開始点で構成されているが、 列挙の間に検出された リ ソースに
よって即座に拡張される。
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VPN 「仮想プライベートネッ ト ワーク」 を参照。

VPN ゲート ウェイ VPN のエン ト リ ポイン ト 。 通常はファ イアウォールによって
保護されている。

Web サーバ HTTP、 FTP などの Web 要求に応答するアプリ ケーシ ョ ン。 

World Wide Web インターネッ ト上のサーバのネッ ト ワーク。 情報提供を行う
ほか、 ハイパーテキス トの リ ンクを含むこ とによ り、 サーバ内または外部のサー
バに存在するほかのドキュ メン トに移動するこ と もできる。 

XML 「Extensible Markup Language」 を参照。

XSL 「Extensible Style Language」 を参照。

XSLT 「Extensible Style Language Transformation」 を参照。

アイ ドル ロボッ トは動作しているが、 URL プール内の URL すべての処理を完
了した状態。 この状態でも、 ロボッ トは状態要求に応答するこ とができる。

アクセス制御命令 (ACI) iPlanetTM Directory Server Access Management Edition 
で、 アクセス制御をどのよ うに処理するかを記述する。

アドレス ネッ ト ワーキングにおいて、 ネッ ト ワークのノードを識別する一意の
コード。 host1.siroe.com などの名前は、 Domain Name Service (DNS) によって
「ド ッ ト区切りの 4 つの数値」 アドレス  ( 例 1.2.3.4) に変換される。

アプ リ ケーシ ョ ンプログラムインタフェース  (API) 既存のソフ ト ウェアパッ
ケージのプログラムがサービスを呼び出す方法を定義した呼び出し規則、 または
命令のセッ ト 。

アプレッ ト Web ブラウザ内で実行できるよ うに Java プログラ ミ ング言語で記
述されたプログラム。 Sun ONE Portal Server には NetFile および NetMail の例が
組み込まれている。

暗号化 情報を解読不可能にするこ とで、 未承認のアクセスから情報を保護する
プロセス。 キーと呼ばれるコードを使用して情報を暗号化する手法もある。 復号化
と対になる。

一致カテゴ リ 検索クエ リ と一致するカテゴ リ。 これは検索を行った結果と して
返される。

一致ドキュ メン ト  検索クエ リ と一致する ドキュ メン ト 。 これは検索を行った結
果と して返される。
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インターネッ ト TCP/IP プロ ト コルを使用するネッ ト ワークを、 世界規模で接
続したネッ ト ワークに与えられた名称。

インターネッ トプロ ト コル (IP) 世界規模でネッ ト ワークを リ ンクするための 
TCP/IP スイートのプロ ト コル。 米国国防省で開発され、 インターネッ トで使用
されている。 このスイートの傑出した機能が IP プロ ト コル。

インターネッ ト メ ッセージアクセスプロ ト コル (IMAP) これを使用する と メー
ルボッ クスやフォルダに対し リモートでアクセスできる。 POP と異な り、 IMAP ク
ラ イアン トは、 一部またはすべてのメ ッセージとフォルダをサーバに残し、 その
サーバからすべてのメ ッセージをダウンロードする。

インデッ クス 一元化されていて検索可能な、 リ ソースまたはドキュ メン トの
データベース。 カタログと も呼ばれる。

インデッ クス作成 一元化されて検索可能な、 リ ソースのデータベースを提供す
るプロセス。 カタログ作成と も呼ばれる。

インポート 新規または更新された リ ソース記述を、 別のデータベースから検索
エンジンに取り込むプロセス。

インポートエージェン ト インポートに使用するプロセス。

エイ リ アシング 異なるスキーマを持つ検索エンジンから リ ソース記述をイン
ポートする と きに、 エイ リ アシングを使用する  Sun ONE Portal Server 検索エンジ
ンで、 1 つのアイテムを別のアイテムに置換するこ と。

開始点 リ ソースの列挙を開始するために、 ロボッ トが訪問するサイ トの リ ス ト 。

下位組織 iPlanet Directory Server Access Management Edition で、 ある組織の下
に生成され、 企業がその部門およびリ ソースを、 よ り細かく管理するために使用
するオブジェク ト 。 たとえば、 Sun ONE Portal Server を設定する と きに、
mycompany とい う名前の下位組織を、 最上位のオブジェク トである  isp の下に生
成するこ とができる。

仮想プライベートネッ ト ワーク  (VPN) 外観と機能性は通常のネッ ト ワーク と変
わらないが、 公衆ネッ ト ワーク内の個人ネッ ト ワーク と同様の役割を果たすネッ
ト ワーク。 低プロ ト コル層で暗号を使用するこ とによ り、 ネッ ト ワーク接続の安
全性が保証される。 この場合のネッ ト ワークは、 通常、 インターネッ ト。 VPN 
は、 私設回線を使用する実際のプライベートネッ ト ワークよ り安価だが、 両側で
同じ暗号システムを使用する必要がある。 暗号化は、 ファ イアウォールソフ ト
ウェアまたはルータで行われる。
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カタログ 「インデッ クス」 を参照。

カタログ作成 「インデッ クス作成」 を参照。

カテゴ リ 検索データベース内にある リ ソースの論理的な分類。 カテゴ リのセッ
ト をま とめて分類と呼ぶこ とがある。

完全指定のド メ イン名 (FQDN) システムの完全ド メ イン名であ り、 ホス ト名、
ネッ ト ワーク名、 およびド メ インが含まれる  (hosta.siroe.com など )。

管理コンソール SunTM ONE Portal Server 6.0 に対する管理者の iPlanet 
Directory Server Access Management Edition GUI インタフェース。

規則 条件が満たされているかど うかを判断するために適用する論理的テス ト。 
ロボッ トは次の 2 か所で規則を使用する。 インデッ クスを作成するコンテンツの
タイプを判断するフ ィルタの一部、 およびリ ソースに割り当てるカテゴ リ を判断
する分類規則。

共有キー暗号化 対称キー暗号方式と も呼ばれる。 プレーンテキス トの暗号化や
暗号文の復号化には、 各当事者が同じキーを保持しなければならない暗号方式。

クローラ 「ロボッ ト 」 を参照。

ゲート ウェイ 別のネッ ト ワークへの接続を実現および制御するシステム。 Sun 
ONE Portal Server 6.0 のゲート ウェイは、 Secure Remote Access Pack の一部。 
「仮想プライベートネッ ト ワーク」 も参照。

検索エンジン Sun ONE Portal Server 6.0 に組み込まれている検索機能。 iPlanet 
Portal Server 3.0 では、 「iPlanet Compass Server」 と呼ばれていた。 検索サーバに
は、 ロボッ トが収集した リ ソース記述をカタログ化して格納したデータベースが 
搭載されている。 ユーザは、 リ ソース記述を検索するか、 あるいはカテゴ リ を閲
覧して、 特定のリ ソースを検出するこ とができる。

検索データベース 検索可能な リ ソース記述のデータベースであ り、 通常はロ
ボッ トによって生成される。 「ロボッ ト 」 も参照。

子 ほかのカテゴ リのサブカテゴ リ となるカテゴ リ。

公開キー証明書 ユーザの公開キーを含むデータ構造。 証明書の有効期限に関す
る情報も含まれる。
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公開キー暗号化 非対称キー暗号化と も呼ばれる。 公開キー暗号化では、 すべて
のユーザが 2 つの関連する補足キーを保持する。 つま り、 公開キーと非公開キー 
( プライベート ) 。 各キーは、 も う一方のキーが作成するコードのロ ッ クを解除す
る。 公開キーを知っていても対応する非公開キーを推測するこ とはできない。 公開
キーを発行し、 通信ネッ ト ワーク上に広めるこ と もできる。 このプロ ト コルは、
従来の暗号化に必須の安全チャンネルを使用せずに、 秘密情報を保護する。

公開キーインフラス ト ラ クチャ  (PKI) ユーザの ID とブラウザ、 またはモバイル
デバイス との リ ンクを可能にする。 ワイヤレス  PKI は、 ハンドセッ トの画面に表
示される、 証明ベースの承認。

個人デジタル証明書 (PDC) ユーザを認証する メ ッセージに付加される電子証明
書。 個人デジタル証明書を作成するには、 ユーザ ID とパスワードを正し く入力す
るか、 SSL 証明書要求を使用する。 SSL 証明書要求には、 ユーザ接続用サーバの
セキュ リ ティ証明書が必要。

コンテナ Sun ONE Portal Server 6.0 の場合、 コンテナは主に子チャンネルのコ
ンテンツを統合して、 自らのコンテンツを生成するチャンネル。 iPlanet Directory 
Server Access Management Edition の場合、 コンテナは別の iPlanet Directory 
Server Access Management Edition のオブジェク ト を含む、 組織オブジェク トの
タイプを定義する。

再スタート 状態情報を削除せずにロボッ ト をスタート させ、 前回停止された時
と同じ状態で動作を開始する。 これはフレッシュスタート とは逆になる。

サイ ト ロボッ トが リ ソースを探しに行く、 ネッ ト ワーク上の場所。 サイ トのア
ドレスおよびインデッ クスを作成する ドキュ メン トの種類を、 サイ ト定義で指定
する。

サイ ト定義 ロボッ トが リ ソースを検出しに行く場所に対する制約。 サイ ト定義
を使用して、 ロボッ トの訪問先を特定のサーバ、 サーバのグループ、 またはド メ
インに制限するこ とができる。 サイ ト定義には、 ロボッ トがサイ トからインデッ
クスを作成する と きに、 対象とする ドキュ メン トのタイプを記述したフ ィルタが
含まれる。

サブド メ イン 完全指定のド メ イン名の最後から  2 番目の部分であ り、 ド メ イン
名 (support.siroe.com、 sales.siroe.com など ) を保有する企業または組織の部門ま
たは部署を識別する。

自己生成証明書 公開値のメ ッセージダイジェス トからエンティティが命名され
る場合、 およびそれらの名前が安全に連絡される場合に限り使用される公開キー
の値。 「発行証明書」 を参照。
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指示語 関数 ( ロボッ ト アプ リ ケーシ ョ ン関数など ) を呼び出してパラ メータブ
ロ ッ クの関数にパラ メータを転送するために、 特定の形式を使用する検索エンジ
ンのステート メン ト 。 たとえば、 次の指示語は enumerate-urls 関数を呼び出し、
max および type にパラ メータを転送する。

Enumerate fn=enumerate-urls max=1024 type=text/html

承認 ユーザに対し特定のアクセス権を許可するプロセス。 承認は、 認証を基に
して、 アクセス制御によって実施される。

証明書 人物、 マシン、 およびアプリ ケーシ ョ ンを識別するデータのセッ ト 。

シングルサインオン (SSO) ユーザが、 1 回の認証で複数のサービスにアクセス
できる機能。

スキーマ データベースのエン ト リ と して保存する情報のタイプ ( 構成および構
文などを含む ) の定義。 データベースにスキーマと一致しない情報が保存されてい
る と、 データベースにアクセスするク ラ イアン トは、 適切な結果を表示するこ と
ができない場合がある。

スキーマ名 SOIF のスキーマまたはタイプ。 たとえば、 ドキュ メン トの SOIF の
スキーマ名は  @DOCUMENT、 RDM ヘッダーの SOIF のスキーマ名は  @RDMHeader。

スパイダ 「ロボッ ト 」 を参照。

生成 ロボッ トの動作のうち、 列挙フェーズで検出した リ ソース記述を生成する
フェーズ。

静的 Web コンテンツ Java Web コンテナを使用しな くても  Web サーバによって
提供可能な、 静的 HTML ファ イル、 イ メージ、 アプレッ ト  JAR ファ イル、 およ
びそのほかのコンテンツ。 Sun ONE Portal Server の場合、 これは Web サーバの動
的 Web アプリ ケーシ ョ ンと同じ場所にインス トールされている。

セッシ ョ ン Sun ONE Portal Server セッシ ョ ンは、 ユーザと  1 つまたは複数のア
プリ ケーシ ョ ン間の対話シーケンスであ り、 ログインから始ま り、 ログアウ ト ま
たはタイムアウ トで終了する。

セッシ ョ ンキー 2 人のユーザ間の 1 つ 1 つの会話を個別のキーで暗号化する一
般的な暗号技術。
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属性 iPlanet Directory Server Access Management Edition サービスが組織に提供
するパラ メータを定義。 iPlanet Directory Server Access Management Edition の
サービスを構成する属性は、 動的、 ポ リシー、 ユーザ、 組織、 またはグローバル
のどれかに分類される。 これらのタイプを使用して属性を個々のサービスに分類
するこ とによ り、 サービススキーマがよ り整合性のある配列とな り、 サービスパ
ラ メータの管理が容易になる。

組織 iPlanet Directory Server Access Management Edition で、企業がその部門お
よびリ ソースを管理するために使用する、階層構造の最上位を示すオブジェク ト 。 
インス トールの際に、 iPlanet Directory Server Access Management Edition は、
iPlanet Directory Server Access Management Edition の企業構造を管理するため
に、 最上位の組織である  (default o=isp) を動的に生成する。 インス トールした
あとでも、 追加する組織を生成して別の企業を管理するこ とができる。 生成され
た組織は、 すべて最上位の組織の下位組織になる。 「下位組織」 も参照。

対称キー暗号化 「共有キー暗号化」 を参照。

チャンネル Sun ONE Portal Server Desktop のチャンネルは、 プロバイダおよび
設定で構成される。 チャンネルは、 マークアップフラグメン ト 、 フレームセッ ト 、
HTML ページなどを含むコンテンツを生成する。 ほとんどの場合チャンネルのコ
ンテンツは、 別のチャンネルのコンテンツと統合されて、 Portal Desktop を形成
する。

抽出 ドキュ メン トに含まれるハイパーテキス ト リ ンクを検出するプロセス。 抽
出された リ ンクは、 後続の処理を行うため URL プールに追加される。

ディ レク ト リサーバ 組織内の人物およびリ ソースに関する情報を、 論理的に中
央リポジ ト リから配信するサーバ。 「Lightweight Directory Access Protocol 
(LDAP)」、 「Sun ONE Directory Server」、 および 「iPlanet Directory Server Access 
Management Edition」 も参照。

適用範囲 インポートエージェン トがインポートする リ ソース記述に加えられる
制限。 使用される構文はユーザ検索と同じ。

デスク ト ップ 「Sun ONE Portal Server Desktop」 を参照

伝送制御プロ ト コル インターネッ トプロ ト コルスイートの主要伝送プロ ト コル
であ り、 信頼性の高い接続指向の全二重ス ト リームを実現する。 配信には IP を使
用する。 IP パケッ トデータのみを暗号化し、 ヘッダーは暗号化しない。 ト ランス
ポート層に対応しており、 この層は 7 つの ISO 層の 4 番目に位置する。 
「TCP/IP」 を参照。
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伝送制御プロ ト コル / インターネッ トプロ ト コル (TCP/IP) インターネッ ト用に
開発されたプロ ト コルスイート。 インターネッ ト  プロ ト コルスイート と も呼ばれ
る。  Solaris ネッ ト ワークは、 デフォルトでは TCP/IP 上で稼動する。

動的 Web アプ リ ケーシ ョ ン ユーザのブラウザがアクセスする  Java Web コンテ
ナの処理が必要となる、 Java サーブレッ ト 、 JSP ファ イル、 コンテンツプロバイ
ダなどを示す。 Sun ONE Portal Server の場合、 Web サーバに組み込まれている。

ドキュ メン ト Web ページやワープロ文書などのネッ ト ワーク上のファ イルが大
半だが、 テキス ト ファ イルおよびスプレッ ドシート なども含まれる。 これは検索
エンジンによってインデッ クスが作成される リ ソースの一般的な名称。

特権 特定の種類の承認機能で指定されているユーザ、 ユーザセッ ト 、 またはリ
ソースに認められているアクセス権の種類。

ド メ イン 完全指定のド メ イン名の最後の部分であ り、 ド メ イン名を保有する企
業または組織を識別する  ( 例 siroe.com、 host.siroe.com など )。 

認証 ユーザの ID を確認するプロセス。 

認証局 (CA) ユーザの識別情報 ( ユーザ名、 証明書の内容、 証明書の有効期限な
ど ) を含む証明書にデジタル署名する信頼されたネッ ト ワークエンティティ。 もっ
と も有名な CA の 1 つに VeriSign がある。

ハイパーテキス ト ト ランスポートプロ ト コル (HTTP) Web ブラウザと  Web サー
バの情報交換について定義する。 「Uniform Resource Locator」 も参照。

ハイパーテキス ト ト ランスポートプロ ト コルセキュア  (HTTPS) Secure Socket 
Layer (SSL) 接続上の HTTP の用法について定義するものであ り、 通常はポート  
443 にある。 「Cecure Socket Layer」 も参照。

ハイパーテキス トマークアップランゲージ (HTML) SGML に基づく ファ イル形
式で、 インターネッ トのハイパーテキス ト ドキュ メン トに使用される。

発行証明書 認証局によって発行された証明書。 「自己生成証明書」 を参照。

ピア 別のサブカテゴ リ と同じ親カテゴ リ を持つサブカテゴ リ。
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表示プロファ イル Sun ONE Portal Server で、 プロバイダおよびチャンネルの定
義および設定に使用する、 XML ドキュ メン トのセッ ト 。

フ ィルタ 特定のリ ソースタイプを定義する規則のセッ ト。 サイ トの定義で使用
するこれらのフ ィルタは、 ロボッ トが特定のタイプのリ ソースを受け入れるかま
たは無視するかを指定する。

フ ィルタ リ ング ドキュ メン トが、 インデッ クスに含めるサイ トの一部かど うか
を判断するプロセス。

深さ 検索エンジン内のサイ ト開始点からたどって行く リ ンクの数。 サイ ト を定
義する と きに、 ロボッ トが開始点から離れてたどって行く こ とのできる リ ンク数
を指定する。 これによ り検索の深さを制限する。

ロードバランサ 複数のゲート ウェイマシンへの接続を制御するこ とによ り、 各
システムにほぼ同等の負荷をかけるこ とができる。

復号化 暗号化された情報を解読するプロセス。 「暗号化」 を参照。

ブラウジング Sun ONE Portal Server 内で、 検索データベースにある リ ソースの
カテゴ リ分類を一覧するこ と。

フレッシュスタート ロボッ ト を開始点からスタート させる。 フレッシュスター
ト を行う と ロボッ トの状態情報が削除され、 初期状態から次の動作を開始する。 
再スタート とは逆になる。

プロキシ ク ライアン トの代わりに要求を作成した り、 サービスする中継プログ
ラム。 プロキシは、 サーバおよびク ライアン ト と して交互に機能し、 さまざまな
ネッ ト ワークサービスの内容を制御する。 「 リバースプロキシ」 を参照。

プロ ト コル 交換メ ッセージの正式な定義、 および複数のシステムが情報を交換
する際に従う規約。

プロバイダ チャンネルのプログラム的部分。 プロバイダに設定データを追加す
る と、 プロバイダはチャンネルのインスタンスに分化される。 プロバイダは Java 
のク ラスであ り、 ファ イルのコンテンツ、 およびアプリ ケーシ ョ ンやサービスの
アウ トプッ ト を、 チャンネルに適した形式に変換する。 Sun ONE Portal Server に
は、 ブッ クマークプロバイダ、 アプリ ケーシ ョ ンプロバイダ、 およびノーツプロ
バイダなど、 多くのプロバイダが搭載されている。 Desktop が表示される と き、
対応するチャンネルのコンテンツを各プロバイダから検出する。 一部のプロバイ
ダには、 設定に応じて複数のチャンネルを生成できるものもある。

たとえば、 UserInfoProvider および BookmarkProvider はコンテンツプロバイダ。
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TabContainerProvider および SingleContainerProvider はコンテナプロバイダ。 

JSPProvider、 XMLProvider、 URLScraperProvider、 および 
SimpleWebServicesProvider はリーフプロバイダ。

分散インデッ クス作成 ネッ ト ワークにある別の部分のインデッ クスを作成する
ために、 検索エンジンに別のロボッ ト を割り当てるプロセス。 これによって各ロ
ボッ トの負荷を低減できる。 検索エンジンは、 個々のロボッ トから リ ソース記述
をインポートするこ とで、 すべての異なるロボッ トから リ ソース記述を収集でき
る。

分類規則 1 つまたは複数のカテゴ リに、 リ ソースを割り当てるために使用する
規則のセッ ト 。

分類法 Sun ONE Portal Server 検索エンジン内にある リ ソースのカテゴ リシステ
ム。

ポート TCP/IP 接続が作成される位置 ( またはソケッ ト )。 従来よ り  Web サーバ
はポート  80、 FTP はポート  21、 telnet はポート  23 をそれぞれ使用している。 Sun 
ONE Portal Server は ( 特にク ライアン ト システム側で ) 特殊なポート を使用する
こ とによ り、 Sun ONE Portal Server セッシ ョ ンでサーバと安全に連絡する。

ポータル 企業がポータルのユーザに開放する リ ソースへの 「出入口」 またはエ
ン ト リポイン ト 。 コンシューマ向けポータルの一部には、 リ ソースのセッ トに 
World Wide Web 全体を含むものもあるが、 ほとんどの企業では、 ユーザとその
企業の関係に特化した情報、 アプリ ケーシ ョ ン、 ほかのリ ソースが含まれる。 Sun 
ONE Portal Server Desktop は、 Sun ONE Portal Server 内にポータルを生成する
ためのアプリ ケーシ ョ ン。

ポータルノード Sun ONE ポータルサーバのソフ ト ウェア、 または Sun ONE 
Portal Server Pack のソフ ト ウェアを実行している物理的マシン。 「ホス ト 」 と も
呼ばれる。

ポ リ シー iPlanet Directory Server Access Management Edition で、 組織の Web 
リ ソースを保護するための規則を定義する。 ポ リシーを割り当てるこ とができる
のは、 組織およびロールだけ。

メ タ情報 作成者の名前、 ドキュ メン トのタイ トル、 作成日付などのリ ソースに
関する情報。 リ ソース記述を生成する と きに、 検索エンジンのロボッ トは、 ド
キュ メン トのコンテンツに加えてメ タ情報も使用する。

リ ソース Uniform Resource Locator (URL) によって特定するこ とのできる、
Web ページ、 ドキュ メン ト 、 または FTP ディ レク ト リ などのネッ ト ワーク上にあ
るアイテム。 リ ソースはドキュ メン ト と も呼ばれる。
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リ ソース記述 (RD) URL を介して リ ソースに対応する、 属性と値をペアにした
リ ス ト 。 リ ソース記述は、 エージェン トが自動的に生成するか、 または手作業で
書き込むこ とができる。 リ ソース記述のリポジ ト リが完成する と、 サーバはこれ
を リ ソース記述メ ッセージを介してエクスポート し、 WWW エージェン トがプロ
グラ ミ ング手法で、 リ ソース記述を検出し取得できるよ うにする。 リ ソース記述
は SOIF 形式で保存される。

リ ソース記述メ ッセージ (RDM) リ ソース記述と呼ばれる、 ネッ ト ワークでアク
セス可能な リ ソースに関する メ タデータの、 検出および取得を行う メカニズム。

リバースプロキシ ク ライアン ト とサーバ間の双方向で URL の書き換えと変換を
実行するプロキシ。 ク ラ イアン ト側に存在するプロキシと異なり、 リバースプロ
キシはネッ ト ワークのサーバ側に存在する。 Sun ONE Portal Server では、 リバー
スプロキシは Sun ONE Portal Server Secure Remote Access Pack に存在する。

リ ラ イタ リ ラ イタは、 URL リ ファレンスを HTML、 Javascript、 XML、 および 
HTTP ロケーシ ョ ンヘッダー ( リ ダイレクシ ョ ン ) などの、 さまざまな Web 言語
に書き換えるための Java ク ラスラ イブラ リ を提供する。 リ ラ イタは iPlanet 
Directory Server Access Management Edition サービスの保存規則を定義し、 書き
換え方法およびデータをどのよ うに書き換えるか指定する。 リ ラ イタには、 これ
らの規則を編集するための、 管理コンソールモジュールも含まれている。

列挙 ロボッ トが リ ソースを検索する と きに、 ハイパーテキス ト リ ンクを抽出し
てたどる動作フェーズ。

ロボッ ト ネッ ト ワークの特定部分に存在するすべてのリ ソースを検出するプロ
グラム。

ロボッ ト アプ リ ケーシ ョ ン関数 (RAF) ロボッ トのフ ィルタ定義ファイルで使用
可能な関数。 ユーザ定義可能なロボッ ト アプ リ ケーシ ョ ン関数は、 プラグイン関
数と も呼ばれる。 これらの関数は指示語によって呼び出される。

ロール iPlanet Directory Server Access Management Edition の場合、 ロールのグ
ループ化は特定の操作の選択を示す。 ユーザまたはサービスにロールを適用する
と、 当事者は操作を行う こ とができる。 たとえば、 ある特権を従業員ロールまた
は管理者ロールに制限してこれらのロールをユーザに適用する と、 そのユーザの
アクセス可能範囲は、 ロールによって認可された特権に限定される。 ロールはア
クセス制御命令 (ACI) を使用して定義する。

ユーザ ID システムがユーザを認識するために使用する名前。
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